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簡
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簡
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と
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藤　

田　

勝　

久

は
じ
め
に

　

秦
代
の
里
耶
秦
簡
は
、
洞
庭
郡
に
所
属
す
る
遷
陵
県
の
行
政
文
書
を
中
心
と
す
る（
１
）。
そ
の
な
か
に
交
通
関
係
の
資
料
が
あ
る
。
そ
れ
は

大
き
く
み
れ
ば
、
①
文
書
の
伝
達
と
、
②
人
や
物
資
の
往
来
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
う
ち
、
①
文
書
制
度
と
そ
の
伝
達
は
考
察

が
進
ん
で
い
る
が
、
②
人
や
物
資
の
移
動
に
関
す
る
交
通
は
、
ま
だ
十
分
に
は
考
察
さ
れ
て
い
な
い（

２
）。

　

こ
う
し
た
状
況
で
漢
代
の
交
通
で
は
、す
で
に
漢
簡
を
通
じ
た
文
書
伝
達
と
交
通
制
度
の
研
究
が
あ
る（

３
）。
た
と
え
ば
交
通
に
関
し
て
は
、

居
延
漢
簡
に
く
わ
え
て
、
エ
チ
ナ
河
流
域
の
肩
水
金
関
や
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
敦
煌
懸
泉
置
の
簡
牘
に
よ
っ
て
、
往
来
に
使
用
す
る
通
行

証
（
伝
、
符
）
の
用
途
が
詳
し
く
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
金
関
漢
簡
で
は
、
関
所
を
通
過
す
る
際
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
式
の
出
入

記
録
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
里
耶
秦
簡
に
み
え
る
交
通
関
係
の
資
料
を
検
討
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
が
、
と
く
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
里

耶
秦
簡
の
な
か
に
漢
代
の
私
用
伝
と
同
じ
よ
う
な
形
式
の
情
報
処
理
が
み
え
る
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ま
ず
里
耶
秦
簡
に
み
え
る
交
通
資
料
を
整
理
す
る
。
つ
ぎ
に
漢
代
の
私
用
伝
の
記
録
に
み
え
る
形
式
を
基
礎
と
し

て
、
里
耶
秦
簡
の
情
報
処
理
の
方
法
を
分
析
し
、
そ
こ
か
ら
う
か
が
え
る
秦
漢
時
代
の
郡
県
制
と
県
社
会
の
特
質
を
考
え
て
み
た
い
。
な



二

お
里
耶
秦
簡
の
番
号
は
、
八
層
ま
で
は
『
里
耶
秦
簡
〔
壹
〕』
の
整
理
番
号
と
し
、
原
簡
を
示
す
と
き
は
（　

）
で
表
示
す
る（
４
）。
断
簡
の

接
続
と
釈
文
、
注
釈
は
『
里
耶
秦
簡
牘
校
釈
（
第
一
巻
）』（『
里
耶
校
釈
一
』）
を
基
本
と
す
る
。「
湖
南
龍
山
里
耶
戦
国
―
秦
代
古
城
一

号
井
発
掘
簡
報
」
や
『
里
耶
発
掘
報
告
』
で
紹
介
さ
れ
た
九
層
以
下
の
木
牘
は
、
原
簡
番
号
と
お
も
わ
れ
る
た
め
、
と
り
あ
え
ず⑯

52

な
ど
の
表
記
と
し
て
区
別
し
て
お
く
。
改
行
を
示
す
と
き
は
（
」）
と
す
る
。

一　

里
耶
秦
簡
の
交
通
に
関
す
る
資
料

　

里
耶
秦
簡
に
は
、
地
名
里
程
簡
：⑯

52

の
よ
う
に
、
南
郡
の
鄢
、
銷
、
江
陵
（
荊
州
市
）、
孱
陵
か
ら
、
洞
庭
郡
の
索
、
臨
沅
を
へ
て

遷
陵
県
に
到
る
交
通
ル
ー
ト
を
記
す
資
料
が
あ
る（
５
）。

　
　

 

鄢
到
銷
百
八
十
四
里
」
銷
到
江
陵
二
百
卌
六
里
」
江
陵
到
孱
陵
百
一
十
里
」
孱
陵
到
〔
索
〕
二
百
九
十
五
里
」〔
索
〕
到
臨
沅
六
十
里
」

臨
沅
到
遷
陵
九
百
一
十
里
」〔
凡
四
〕
千
四
百
卌
四
里　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
⑯
52

、
二
段
目

　

こ
の
う
ち
臨
沅
か
ら
遷
陵
県
ま
で
は
、
沅
水
を
遡
り
、
沅
陵
・
酉
陽
な
ど
の
県
を
通
過
す
る
水
路
を
示
す
と
お
も
わ
れ
る
。
実
際
に
、

湖
南
省
の
県
城
遺
跡
の
候
補
を
た
ど
っ
て
み
る
と
、
陸
路
は
困
難
で
水
路
に
よ
る
こ
と
が
実
感
で
き
る（

６
）。
こ
れ
は
黄
河
流
域
が
、
車
馬
に

よ
る
陸
路
の
交
通
を
主
体
と
す
る
の
に
対
し
て
、
南
方
の
長
江
流
域
で
は
船
に
よ
る
水
路
の
交
通
を
示
し
て
お
り
、
ま
さ
に
南
船
北
馬
の

状
況
で
あ
る
。
こ
う
し
た
南
方
の
交
通
を
反
映
し
て
、
里
耶
秦
簡
に
は
船
と
水
上
交
通
に
関
す
る
資
料
が
あ
る
。

　

１
、二
十
六
年
（
前
二
二
一
）
八
月
二
十
七
日
の
文
書
。
遷
陵
県
の
公
船
を
め
ぐ
る
事
件
（
原
簡8-134

）
（
７
）。

　
　

 

Ａ
廿
六
年
八
月
庚
戌
朔
丙
子
、
司
空
守
樛
敢
言
。
前
日
言
、
競
陵
漢
陰
狼
叚
（
假
）
遷
陵
公
船
一
、
袤
三
丈
三
尺
、
名
曰
□
、
以
求

故
荊
積
瓦
、
未
歸
船
。
狼
属
司
馬
昌
官
、
謁
告
昌
官
、
令
狼
歸
船
。
報
曰
、
狼
有
逮
在
覆
獄
己
卒
史
衰
・
義
所
。
今
寫
校
券
一
牒
上
、



三

里
耶
秦
簡
の
交
通
資
料
と
県
社
会

謁
言
己
卒
史
衰
・
義
所
、
問
狼
船
存
所
。
其
亡
之
、
爲
責
券
移
遷
陵
。
弗
□
□
属
。
謁
報
、
敢
言
之
。
／
Ｃ
〔
九
〕
月
庚
辰
、
遷
陵

守
丞
敦
狐
卻
之
。
司
空
自
以
二
月
叚
（
假
）
狼
船
、
何
故
弗
蚤
辟
□
、
今
而
誧
曰
謁
問
覆
獄
卒
史
衰
・
義
。〔
衰
・
義
〕
事
已
、
不

智
（
知
）
所
居
。
其
聴
書
從
事
。
／
懬
手
。
即
令
走
□
行
司
空
。 

8-135

正

　
　

Ｂ
□
月
戊
寅
、
走
己
巳
以
來
。
／
懬
半　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

□
手 

8-135

背

　

こ
の
文
書
は
、
Ａ
司
空
守
が
遷
陵
県
の
県
廷
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
南
郡
競
陵
県
の
狼
と
い
う
人
物
が
、
遷
陵
県
の
公
船

を
借
り
て
、
故
荊
の
瓦
を
積
む
こ
と
を
要
求
し
た
が
、
未
だ
に
公
船
を
返
さ
な
い
事
件
を
発
端
と
し
て
、
公
船
の
責
任
を
問
題
と
し
て
い

る
。
し
か
し
、
Ｃ
遷
陵
県
の
守
丞
は
こ
の
要
求
を
退
け
て
い
る
。
こ
こ
で
は
県
に
公
船
が
あ
り
、
貸
与
し
た
の
は
司
空
の
部
署
で
あ
る
。

公
船
の
長
さ
は
三
丈
三
尺
（
約
七
・
四
メ
ー
ト
ル
）
で
、
名
前
を
付
け
て
い
る
。
こ
う
し
た
公
船
が
南
郡
と
の
水
路
を
往
来
し
、
物
資
の

輸
送
に
利
用
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

２
、二
十
七
年
（
前
二
二
〇
）
三
月
四
日
の
上
行
文
書
。

　
　

 

Ａ
廿
七
年
三
月
丙
午
朔
己
酉
、
庫
後
敢
言
之
。
兵
當
輸
内
史
、
在
貳
春
□
□
□
□
」
五
石
一
鈞
七
斤
、
度
用
船
六
丈
以
上
四
〔
艘
〕。

　

謁
令
司
空
遣
吏
・
船
徒
取
。
敢
言
」
之
。 

8-1510

正

　
　

Ｃ
三
月
辛
亥
、
遷
陵
守
丞
敦
狐
告
司
空
主
、
以
律
令
従
事
。
／
□

」
昭
行

　
　

Ｂ
三
月
己
酉
水
下
下
九
、
佐
赾
以
来
。
／
釦
半
。　
　
　
　
　
　

 
8-1510

背

　

こ
の
文
書
は
、
Ａ
三
月
四
日
に
庫
の
部
署
か
ら
県
廷
に
上
申
し
た
文
書
で
、
一
部
に
欠
落
が
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
内
史
に
物
資
を
輸

送
す
る
た
め
に
、
六
丈
（
約
一
三
・
五
メ
ー
ト
ル
）
以
上
の
船
四
艘
を
調
達
し
て
、
司
空
の
官
吏
と
船
を
操
る
船
徒
に
貳
春
郷
の
物
資
を

取
り
に
行
く
こ
と
を
連
絡
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
を
Ｂ
同
四
日
に
受
信
し
て
、
Ｃ
三
月
辛
亥
（
六
日
）
に
遷
陵
県
の
守
丞
は
、
司

空
に
船
を
使
う
よ
う
に
命
じ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
Ａ
正
面
の
本
文
と
、
背
面
に
記
さ
れ
た
Ｃ
遷
陵
守
丞
の
文
章
、
Ｂ
受
信
の
記
録
は
、
別



四

筆
で
書
か
れ
て
い
る
。
注
意
さ
れ
る
の
は
、こ
の
時
期
は⑯

5

、⑯
6

に
み
え
る
よ
う
に
、二
十
七
年
二
月
に
洞
庭
郡
の
守
が
内
史
と
巴
郡
、

南
郡
、
蒼
梧
郡
に
物
資
を
送
る
命
令
を
出
し
、
遷
陵
県
で
は
三
月
五
日
、
十
一
日
の
複
数
回
に
わ
た
っ
て
、
尉
か
ら
司
空
・
倉
の
部
署
と
、

都
郷
・
啓
陵
郷
・
貳
春
郷
に
命
令
を
伝
達
し
た
月
に
あ
た
っ
て
い
る（

８
）。
し
た
が
っ
て8-1510

の
文
書
は
、
あ
る
い
は⑯

5

、⑯
6

の
洞

庭
郡
の
文
書
を
背
景
と
し
た
物
資
と
船
の
調
達
を
示
す
か
も
し
れ
な
い
。
こ
こ
で
は
庫
の
部
署
が
物
資
の
連
絡
を
し
て
、
司
空
が
船
を
使

用
し
て
い
る
。

　

３
、
遷
陵
県
の
船
を
尉
の
配
下
が
利
用（

９
）。

　
　

 

尉
敬
敢
再
〔
拜
〕
謁
丞
公
。
校
長
寛
以
遷
陵
船
徙
卒
史
【
酉
陽
、
酉
陽
】
□
□
【
船
】
□
元
（
沅
）
陵
、
寛
以
船
屬
酉
陽
校
長
徐
。

今
司
空
□
□
□
□
□
□
丞
公
令
吏
徒
往
取
之
、
及
以
書
告
酉
陽
令
來
歸
之
。
盜
賊
事
急
、
敬
已
遣
寛
與
校
長
囚
吾
追
求
盜
（8-472

正+8-1011

正+8-194

背+8-167
正
）
發
田
官
不
得
者
。
敢
再
〔
拜
〕
謁
之
。（8-194

正+8-167

背
）

　

こ
の
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
木
牘
の
両
面
を
使
っ
て
、
遷
陵
県
の
尉
の
敬
が
県
廷
の
丞
に
上
申
し
た
文
書
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、

校
長
の
寛
が
遷
陵
県
の
船
で
卒
史
を
酉
陽
県
に
移
動
し
、
そ
の
船
を
酉
陽
県
の
校
長
に
委
ね
た
。
そ
の
あ
と
は
一
部
が
不
明
で
あ
る
が
、

遷
陵
県
の
吏
徒
に
船
を
取
り
に
行
か
せ
、
酉
陽
令
に
書
面
で
知
ら
せ
て
い
る
。
以
下
は
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
盗
賊
の
事
が
急
で
、
尉
の

敬
が
寛
と
校
長
を
派
遣
し
て
盗
を
追
求
さ
せ
た
事
情
を
述
べ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
遷
陵
県
か
ら
、尉
の
配
下
の
人
員
を
派
遣
し
て
、

下
流
の
酉
陽
県
・
沅
陵
県
の
方
面
に
行
く
と
き
、
船
の
水
路
を
利
用
し
て
い
る
。

　

４
、三
十
年
（
前
二
一
七
）
九
月
の
田
官
守
の
上
行
文
書
。

　

こ
の
ほ
か
田
官
に
船
を
貸
し
て
、
船
が
紛
失
し
た
事
件
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
県
廷
が
田
官
に
貸
し
た
船
が
流
失
し
、
田
官
の
部
署
か
ら

船
の
状
況
を
記
し
た
副
本
を
県
廷
に
佐
の
任
が
持
っ
て
行
く
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

　
　

 

Ａ
卅
年
九
月
丙
辰
朔
己
巳
、
田
官
守
敬
敢
言
之
。
廷
曰
、
令
居
貲
目
取
船
、
弗
予
、
謾
曰
亡
、〔
亡
〕
不
定
言
。
論
及
讂攴
問
不
亡
定
。



五

里
耶
秦
簡
の
交
通
資
料
と
県
社
会

謾
者
訾
遣
詣
廷
。
問
之
、
船
亡
審
。
漚
枲
、
迺
甲
寅
夜
水
多
、
漚
流
包
船
。〔
船
〕
毄
（
繋
）
絶
、
亡
求
未
得
、
此
以
未
定
。
史
逐

將
作
者
汜
中
。
具
志
已
前
上
、
遣
佐
壬
操
副
詣
廷
、
敢
言
之
。 

⑨981

正

　
　

Ｂ
九
月
庚
午
旦
、
佐
壬
以
來
。
／
扁
發
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壬
手 

⑨981

背

　

以
上
の
よ
う
に
、
遷
陵
県
に
は
長
さ
三
丈
三
尺
と
六
丈
の
公
船
が
あ
る
。
そ
れ
を
利
用
す
る
の
は
、
県
の
尉
の
配
下
や
、
司
空
の
部
署

で
あ
り
、
田
官
に
船
を
貸
与
す
る
こ
と
も
み
ら
れ
る
。
以
下
は
、
直
接
的
に
交
通
を
示
す
資
料
で
は
な
い
が
、
船
の
交
通
と
、
陸
路
の
往

来
、
車
馬
、
伝
舎
の
存
在
を
示
す
内
容
を
ふ
く
ん
で
い
る
。

　

５
、三
十
三
年
（
前
二
一
四
）
正
月
の
啓
陵
郷
守
の
上
行
文
書
。

　
　

Ａ
啓
陵
津
船
人
高
里
士
五
（
伍
）
啓
封
、
當
踐
十
二
月
更
、
□
【
廿
九
日
】
□

　
　
　

正
月
壬
申
、
啓
陵
郷
守
繞
劾
。

　
　

Ｂ
丗
三
年
正
月
壬
申
朔
朔
日
、
啓
陵
郷
守
繞
敢
言
之
。
上
劾
一
牒

 
8-651

正

　
　

Ｃ
正
月
庚
辰
旦
、
隸
妾
咎
以
來
。
／
履
發
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
8-651

背

  

こ
の
文
書
は
、
三
つ
の
部
分
に
分
か
れ
る
。
通
常
で
は
、
年
月
日
を
記
す
部
分
が
文
書
の
冒
頭
と
な
り
、
そ
れ
に
月
日
だ
け
の
部
分
が

続
く
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
Ｂ
の
文
書
が
基
本
で
あ
る
。
内
容
は
、
三
十
年
正
月
一
日
に
、
遷
陵
県
に
所
属
す
る
啓
陵
郷
の
守

が
、「
劾
一
牒
（
弾
劾
の
文
書
）」
を
上
申
し
て
い
る
。
県
廷
で
は
、
Ｃ
正
月
九
日
に
隸
妾
が
持
っ
て
来
て
、
書
記
の
履
が
受
信
し
た
こ
と

を
付
記
す
る
。
県
廷
で
は
、
こ
れ
に
対
応
し
た
次
の
処
理
を
す
る
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
の
記
載
は
な
い
。
か
え
っ
て
Ａ
の
後
半
に
は
、
Ｂ

の
上
申
文
と
同
日
に
「
啓
陵
郷
守
の
繞
が
劾
す
」
と
記
し
て
い
る
。
Ａ
の
前
半
は
日
付
が
な
く
、「
啓
陵
郷
の
津
船
人
で
あ
る
高
里
の
士

伍
の
啓
封
と
い
う
人
が
、
践
十
二
月
更
（
十
二
月
の
践
更
）
に
当
た
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
…
…
」
と
い
う
罪
状
を
述
べ
る
よ
う
で
あ
る
。

と
す
れ
ば
Ａ
の
部
分
は
、
Ｂ
の
文
書
で
い
う
「
劾
一
牒
」
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
啓
陵
郷
の
文
書
形
態
を
よ
く
保
存
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
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先
に
「
劾
一
牒
」
の
内
容
を
記
し
、送
付
の
文
章
を
後
部
に
記
す
形
式
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
も
し
劾
を
送
る
文
書
と
「
劾
一
牒
」
が
、

本
来
は
別
の
文
書
で
あ
れ
ば
、
こ
こ
で
は
「
劾
一
牒
」
を
先
に
写
し
、
送
付
の
文
書
を
追
加
し
た
記
録
を
作
成
し
て
、
そ
こ
に
受
信
を
付

記
し
た
こ
と
に
な（
10
）る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
文
書
で
は
啓
陵
郷
に
津
船
人
（
津
の
船
夫
）
が
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

６
、
船
の
交
通
許
可
に
関
す
る
資
料
。

　
　

□
年
四
月
□
□
朔
己
卯
、
遷
陵
守
丞
敦
狐
告
船
官
」
□
令
史
懬
讎
律
令
沅
陵
、
其
假
船
二
〔
艘
〕
勿
」
留
。 6-4

　

こ
の
木
牘
は
、
三
行
に
わ
た
る
大
き
な
字
で
書
か
れ
た
文
書
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
あ
る
年
の
四
月
に
遷
陵
守
丞
が
船
官
に
告
げ
た

文
書
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
令
史
が
沅
陵
県
で
律
令
を
校
勘
す
る
た
め
に
、
船
二
艘
の
通
行
を
許
可
す
る
通
達
で
あ
る
。
こ
の
文
書
の
形
式

は
、
漢
簡
に
み
え
る
通
行
証
の
形
式
と
よ
く
似
て
い（
11
）る。
た
だ
し
漢
簡
で
は
、「
過
所
」「
過
所
県
邑
」「
過
所
県
道
河
津
関
」「
過
所
津
関
」

に
通
達
す
る
表
記
で
あ
り
、
船
官
に
告
げ
る
形
式
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
類
推
と
す
れ
ば
、
こ
の
木
牘
は
水
上
の
通
行
証
に
あ
た

る
内
容
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
木
牘
が
証
明
書
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
同
じ
文
面
を
複
写
し
た
資
料
か
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

　

７
、
嘉
平
（
臘
祭
）
の
と
き
の
通
行
証
。

　
　

充
獄
史
不
更
寛
、
受
嘉
平
、
賜
信
符
。 

8-987

　

こ
れ
は
大
き
な
字
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
あ
る
い
は
左
側
が
欠
け
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
文
面
は
、
獄
史
で
不
更
の
寛
が
、
嘉
平
を

受
け
て
、
信
符
を
賜
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。『
里
耶
校
釈
一
』
は
、
信
符
を
証
明
の
符
節
と
み
な
し
て
い
る
。
こ
の
形
式
は
、
居
延
新

簡
のEPF22:698

で
、
休
暇
の
た
め
に
許
可
さ
れ
た
通
行
証
の
内
容
と
よ
く
似
て
い（
12
）る
。
た
だ
しEPF22:698

は
、
觚
の
形
状
で
あ
る

が
、
こ
の
資
料
は
年
月
も
な
く
、
一
部
の
内
容
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
通
行
証
に
関
連
す
る
資
料
と
な
る
。

　

８
、
身
長
、
年
齢
、
身
体
の
特
徴
の
記
録
。

　
　

遷
陵
獄
佐
士
五
（
伍
）
朐
忍
成
都
謝
、
長
七
尺
二
寸
、
年
廿
八
歳
、
白
晳
色
。
舍
人
令
佐
冣
占
。 

8-988
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簡
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こ
こ
で
は
小
さ
な
字
で
、
遷
陵
県
の
獄
佐
、
士
伍
の
朐
忍
県
、
成
都
（
里
）
出
身
の
某
謝
が
、
二
十
八
歳
で
白
晳
色
で
あ
る
と
記
し
て

い
る
。『
里
耶
校
釈
一
』
二
五
七
頁
で
は
、
成
都
を
里
名
と
し
、
張
家
山
漢
簡
『
二
年
律
令
』
津
関
令
四
九
八
簡
に
、
津
関
の
出
入
り
で

は
「
郡
・
県
・
里
・
年
・
長
・
物
色
・
疵
瑕
見
外
者
及
馬
職
（
識
）
物
関
舎
人
占
者
」
を
書
か
せ
て
、
そ
れ
を
津
関
で
検
査
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
津
関
令
と
関
連
し
、
伝
の
類
の
文
書
と
す
る
。
た
だ
し
金
関
漢
簡
で
は
、
こ
う
し
た
表
記
は
出
入
記
録
に
み
え
て
お（
13
）り
、

あ
る
い
は
遷
陵
県
の
獄
佐
が
通
行
す
る
際
の
記
録
か
も
し
れ
な
い
。

　

９
、
輼
輬
車
、
軺
乘
車
の
記
載
。

　
　

□
敢
言
之
。
令
曰
、
上
見
輼
輬
軺
乘
車
及
」

守
府
。
今
上
當
令
者
一
牒
、
它
毋 

8-175

正

　
　

□
恒
會
正
月
七
月
朔
日
廷
。

　
　

佐
午
行
。  　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
手 

8-175

背

  

こ
こ
で
は
遷
陵
県
に
対
し
て
、
上
級
官
府
か
ら
現
存
す
る
輼
輬
・
軺
乘
車
な
ど
に
つ
い
て
知
ら
せ
る
よ
う
に
命
令
が
あ
り
、
そ
れ
に
対

し
て
該
当
す
る
車
を
「
一
牒
」
と
し
て
返
答
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
県
廷
の
周
辺
で
は
、
車
馬
の
使
用
が
認
め
ら
れ
よ
う
。

　

10
、
二
十
八
年
（
前
二
一
九
）
三
月
、
伝
車
の
記
載
。

　
　

【
八
】
年
三
月
庚
子
朔
丙
寅
、
厩
守
信
成
敢
言
之
。
前
日
言
、
啓
陽
丞
歐
叚
（
假
）
啓
陽
傳
車

　
　

乘
及
具
徙
【
洞
庭
郡
、
未
智
（
知
）
署
縣
。
寫
校
券
一
牒
、
校
□
□
□
上
、
謁
□
洞
庭
。】 

8-677

正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

祛
手 

8-677

背

　
『
里
耶
校
釈
一
』
二
〇
一
頁
は
、
こ
の
文
書
の
「
□
八
年
三
月
庚
子
朔
」
を
二
十
八
年
と
考
証
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
遷
陵
県
の

厩
守
が
上
申
し
た
も
の
で
、
先
に
啓
陽
県
の
丞
が
啓
陽
の
伝
車
を
貸
し
、
そ
れ
が
洞
庭
郡
に
留
ま
っ
て
い
た
ら
し
い
。
そ
こ
で
遷
陵
県
の

県
廷
を
通
じ
て
、
複
写
し
た
「
校
券
一
牒
」
を
洞
庭
郡
に
送
付
す
る
よ
う
に
申
請
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
各
県
に
伝
車
が
あ
り
、
水
路
の



八

ほ
か
に
陸
路
に
よ
る
移
動
も
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　

11
、
三
十
年
（
前
二
一
七
）
十
月
の
伝
舎
の
修
築
。

　
　

卅
年
十
月
辛
亥
、
啓
陵
郷
守
高

」
受
司
空
仗
城
旦
二
人
。」
二
人
治
傳
舍
。
它
・
骨
。 

8-801

　

こ
の
文
書
は
、
小
さ
な
字
で
書
か
れ
た
断
簡
で
あ
る
。
内
容
は
、
十
月
二
十
一
日
に
啓
陵
郷
守
が
、
司
空
に
管
理
さ
れ
る
二
人
の
仗
城

旦
を
受
け
取
っ
た
。
そ
の
二
人
の
名
は
、
它
と
骨
で
、
啓
陵
郷
で
伝
舎
の
修
築
に
従
事
し
た
。
こ
こ
か
ら
啓
陵
郷
に
、
交
通
上
の
宿
泊
を

す
る
伝
舎
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
漢
代
で
は
、
県
城
に
伝
舎
が
あ
る
と
考
証
さ
れ
て
お
り
、
秦
代
の
郷
に
位
置
す
る
伝
舎
と

の
関
係
が
問
題
と
な（
14
）る
。

　

こ
の
よ
う
に
里
耶
秦
簡
に
は
、
水
路
や
水
上
交
通
、
そ
の
官
吏
、
ま
た
陸
路
を
ふ
く
む
交
通
、
車
馬
や
伝
舎
に
関
す
る
資
料
が
あ
る
。

こ
れ
ら
は
里
耶
秦
簡
の
公
表
を
待
っ
て
、
さ
ら
に
交
通
シ
ス
テ
ム
の
考
察
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

二　

漢
代
辺
郡
の
私
用
伝
の
形
式

　

こ
こ
で
視
点
を
か
え
て
、
漢
代
西
北
の
漢
簡
に
み
え
る
交
通
の
問
題
を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。
漢
代
の
交
通
シ
ス
テ
ム
で
は
、
宿
泊
施

設
や
関
所
の
役
割
、
長
距
離
の
出
張
や
旅
行
に
使
う
通
行
証
（
伝
、
伝
信
）、
限
ら
れ
た
範
囲
で
使
用
す
る
符
な
ど
の
研
究
が
あ（
15
）る
。
こ

の
う
ち
伝
の
形
式
を
整
理
す
れ
ば
、
公
用
旅
行
の
伝
と
、
私
用
旅
行
に
用
い
る
伝
が
あ
る
。
公
用
の
伝
は
、
中
央
の
御
史
大
夫
、
郡
、
県

の
官
府
、
候
官
が
発
給
し
て
い
る
。
私
用
旅
行
の
伝
は
、
郡
で
発
給
す
る
も
の
は
な
く
、
す
べ
て
県
の
官
府
が
発
給
し
て
い
る
。
た
だ
し

厳
密
に
い
え
ば
、
こ
れ
ら
の
公
用
・
私
用
旅
行
の
伝
は
、
通
行
す
る
本
人
が
携
帯
す
る
伝
の
実
物
で
は
な
く
、
懸
泉
置
や
肩
水
金
関
な
ど

で
複
写
し
た
記
録
で
あ
る
。
こ
の
記
録
を
も
と
に
し
て
、
伝
の
形
式
を
復
元
し
て
い
る
。
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私
用
旅
行
の
伝
に
つ
い
て
は
、
大
庭
脩
「
漢
代
の
関
所
と
パ
ス
ポ
ー
ト
」
が
基
本
的
な
特
色
を
指
摘
し
て
い（
16
）る
。
大
庭
氏
は
、
私
用
旅

行
の
伝
の
形
式
に
つ
い
て
、
Ａ
旅
行
す
る
者
を
所
属
す
る
郷
が
県
廷
に
申
請
す
る
上
申
文
書
と
、
Ｂ
そ
れ
を
県
廷
が
許
可
し
て
、
交
通
上

の
施
設
に
通
達
す
る
下
達
文
書
の
二
つ
か
ら
成
る
複
合
文
書
と
指
摘
し
て
い
る
。
Ａ
の
文
書
は
、
さ
ら
に
①
日
付
、
②
請
求
者
（
旅
行
者
）

の
所
在
と
郷
嗇
夫
名
、
③
旅
行
の
目
的
、
④
旅
行
者
に
前
科
の
な
い
証
明
、
し
た
が
っ
て
伝
を
得
る
資
格
が
あ
る
こ
と
、
⑤
目
的
地
ま
で

通
過
す
る
は
ず
の
津
関
名
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
Ｂ
の
文
書
は
県
令
ま
た
は
丞
が
書
い
て
お
り
、
こ
こ
で
は
郷
嗇
夫
の
文
書

を
承
認
し
て
、
津
関
の
吏
に
通
達
す
る
形
式
と
な
っ
て
い
る
。

　

金
関
漢
簡
で
は
、
居
延
か
ら
東
方
の
郡
や
畿
内
に
私
用
で
行
く
伝
の
記
録
が
あ（
17
）る
。                                                                                                       

Ａ
甘
露
二
年
十
二
月
丙
辰
朔
庚
申
、
西
郷
嗇
夫
安
世
敢
言
之
。
富
里
薛
兵
自
言
、
欲
為
家
私
市
張
掖
酒
泉
武
威
金
城
三
輔
大
常
郡
中
。

　

謹
案
辟
兵
毋
官
獄
徴
事
、
當
得
以
令
取
傳
。
謁
移
過
所
津
關
、
勿
苛
留
止
、
如
律
令
。
敢
言
之
。                    

Ｂ
十
二
月
庚
申
、
居
延
守
令
千
人
屬
移
過
所
、
如
律
令
。
／
掾
忠
、
佐
充
國 

EJT
10:313A

Ｃ
居
延
千
人

　

十
二
月
丙
寅
、
□
□
辟
兵
以
來
。 

EJT
10:313B

　

Ａ
は
、
宣
帝
の
甘
露
二
年
（
前
五
二
）
十
二
月
庚
申
（
五
日
）
に
、
西
郷
嗇
夫
が
居
延
県
に
上
申
し
た
文
書
で
あ
り
、
旅
行
者
の
薛
兵

が
、
張
掖
、
酒
泉
、
武
威
、
金
城
郡
と
、
京
師
の
三
輔
、
太
常
郡
に
商
い
に
行
く
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。
Ｂ
の
文
書
は
、
居
延
県
で
同
日

に
承
認
し
て
、
代
理
の
守
令
千
人
が
通
過
す
る
津
関
に
通
達
し
た
も
の
で
あ
る
。
Ｃ
の
部
分
は
、
十
二
月
丙
寅
（
十
一
日
）
に
出
土
し
た

肩
水
金
関
を
通
解
す
る
と
き
、
伝
の
印
文
を
確
認
し
た
記
載
と
、
薛
兵
が
持
参
し
た
と
い
う
付
記
で
あ
る
。

　

つ
ぎ
に
私
用
旅
行
の
伝
と
同
じ
形
式
（
上
行
＋
通
達
文
書
）
で
、
居
延
県
の
下
部
機
構
が
「
遣
」
と
い
う
用
語
で
旅
行
を
申
請
す
る
資



一
〇

料
が
あ
る
。                                                                                                   

Ａ
五
鳳
四
年
八
月
己
亥
朔
己
亥
、
守
令
史
安
世
敢
言
之
。
遣
行
左
尉
事
亭
長
安
世
逐
命
張
掖
酒
泉
敦
煌
武
威
金
城
郡        

　

中
、
與
從
者
陽
里
鄭
常
富
、
倶
乘
占
用
馬
軺
車
一
乘
。
謁
移
過
所
縣
道
、
毋
苛
留
。
敢
言
之
。                       

Ｂ
八
月
己
亥
、
居
延
令
弘
丞
江
移
過
所
縣
道
、
如
律
令
。
／
掾
忠
、
守
令
史
安
世 

EJT
9:104

　

Ａ
は
、
宣
帝
の
五
鳳
四
年
（
前
五
四
）
八
月
一
日
に
、
居
延
県
の
守
令
史
が
、
左
尉
の
代
理
と
な
る
亭
長
を
張
掖
、
酒
泉
、
敦
煌
、
武

威
、
金
城
郡
に
派
遣
す
る
こ
と
を
申
請
し
て
い
る
。
Ｂ
は
、
居
延
県
が
同
日
に
通
過
す
る
県
・
道
に
発
給
し
た
文
書
で
あ
る
。
こ
こ
で
は

申
請
を
し
た
守
令
史
の
安
世
が
、
同
時
に
県
廷
が
発
給
す
る
と
き
に
書
記
と
な
っ
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
居
延
県
の
下
部
機
構
が
、「
遣
」
と
い
う
用
語
で
旅
行
を
申
請
す
る
資
料
が
あ
る
。

Ａ
□
□
四
年
九
月
己
巳
朔
己
巳
、
佐
壽
敢
言
之
。
遣
守
尉
史
彊
上
計
大
守
府
。
案
所
占
用
馬
一
匹                      

　

□
。
謁
移
過
所
河
津
關
、
毋
苛
留
止
、
如
律
令
。
敢
言
之
。                                                

Ｂ
□
□
巳
、
居
延
令
守
丞
江
移
過
所
、
如
律
令
。
／
掾
安
世
、
佐
壽
□ 

EJT
10:210A

Ｃ
□
□
□
令
延
印                                                                                  

　

□
月
甲
午
、
尉
史
彊
以
來
。 

EJT
10:210B

　

Ａ
は
、
居
延
県
の
佐
が
、
守
尉
史
の
彊
を
上
計
の
た
め
に
張
掖
太
守
府
に
派
遣
す
る
こ
と
を
申
請
し
て
い
る
。
Ｂ
は
、
居
延
県
の
令
と

丞
が
同
日
に
「
過
所
」
に
発
給
し
た
文
書
で
あ
る
。
こ
の
と
き
申
請
を
し
た
佐
の
寿
と
、
県
廷
で
承
認
し
た
書
記
「
佐
の
寿
」
は
同
一
人

物
で
あ
る
。
Ｃ
は
、
肩
水
金
関
で
付
記
し
た
印
文
と
、
通
過
し
た
令
史
彊
の
記
載
で
あ
る
。
こ
の
守
尉
史
の
彊
と
令
史
彊
は
、
同
じ
人
物

で
あ
ろ
う
。



一
一

里
耶
秦
簡
の
交
通
資
料
と
県
社
会

　

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
伝
の
記
録
に
み
え
る
Ａ
と
Ｂ
の
複
合
文
書
は
、
も
と
は
二
つ
の
文
書
だ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

私
は
、
当
初
、
郷
嗇
夫
や
下
部
組
織
の
上
申
文
書
に
よ
っ
て
、
別
の
通
行
証
を
作
成
す
る
可
能
性
を
想
定
し
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
実

際
に
通
行
に
使
わ
れ
た
伝
は
、
す
べ
て
以
上
の
よ
う
な
複
合
文
書
を
記
録
し
て
お
り
、
や
は
り
こ
れ
が
伝
の
形
式
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
そ
れ
で
は
私
用
旅
行
の
伝
や
、
そ
れ
と
同
じ
形
式
を
も
つ
下
部
の
申
請
は
、
な
ぜ
複
合
文
書
の
形
式
と
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た

上
行
文
書
と
通
達
文
書
を
組
み
合
わ
せ
た
伝
の
形
態
は
、
県
社
会
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
意
義
を
も
つ
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
、
里
耶

秦
簡
の
交
通
資
料
と
あ
わ
せ
て
考
え
て
み
よ
う
。

三　

里
耶
秦
簡
の
交
通
と
食
料
に
関
す
る
簡
牘

　

里
耶
秦
簡
に
は
、
先
に
み
た
交
通
に
関
す
る
資
料
の
ほ
か
に
、
食
料
支
給
を
通
達
す
る
文
書
が
あ
る
。
こ
の
資
料
の
情
報
処
理
と
伝
達

の
手
順
を
み
る
と
、
私
用
旅
行
の
伝
に
み
え
る
複
合
文
書
の
形
式
と
意
義
が
わ
か
る
。
そ
の
例
を
み
て
お
こ
う
。

　

文
書
（
１
）：
遷
陵
県
の
倉
曹
が
、
県
外
に
出
張
す
る
者
の
食
料
提
供
を
申
請
す
る
資
料
。

Ａ

卅
五
年
三
月
庚
寅
朔
辛
亥
、
倉
銜
敢
言
之
。
疏
書
吏
・
徒
上
事
尉
府
者
牘
北
（
背
）、
食
皆
盡
三
月
、
遷
陵           

田
能
自
食
。
謁
告
過
所
縣
、
以
縣
郷
次
續
食
如
律
。
雨
留
不
能
投
宿
齎
。
當
騰
騰
。
來
復
傳
。
敢
言
之
。 

8-1517

正     

令
佐
温                

（
リ
ス
ト
）                                                             

更
戍
士
五
城
父
陽
翟
執                                                                            

更
戍
士
五
城
父
西
中
痤　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手 
8-1517

背     



一
二

　

こ
の
文
書
は
、
始
皇
三
十
五
年
（
前
二
一
二
）
三
月
辛
亥
（
二
十
二
日
）
に
、
遷
陵
県
に
所
属
す
る
倉
の
銜
が
県
廷
に
上
申
し
た
文
書

で
あ
る
。
内
容
は
、
吏
と
徒
で
尉
府
に
到
る
者
の
リ
ス
ト
を
、
木
牘
の
背
面
に
箇
条
書
き
し
、
三
月
末
ま
で
の
食
料
を
遷
陵
県
で
支
給
す

る
。
こ
れ
を
通
過
す
る
県
に
連
絡
し
、
規
定
に
従
っ
て
県
・
郷
の
順
に
食
料
を
提
供
し
て
欲
し
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
雨
に
よ
っ

て
滞
留
し
、
投
宿
で
き
な
い
場
合
は
、
食
糧
の
銭
財
を
提
供
す
る
と
解
釈
さ
れ
て
い（
18
）る
。
こ
れ
は
文
書
の
起
草
に
年
月
日
を
入
れ
た
県
へ

の
上
行
文
書
で
あ
り
、
出
張
す
る
吏
と
徒
は
、
背
面
に
記
し
た
令
佐
温
と
、
二
人
の
更
戍
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

と
こ
ろ
が
里
耶
秦
簡
に
は
、
も
う
一
つ
、
同
じ
内
容
を
記
し
た
木
牘
の
残
簡
が
あ
る
。『
里
耶
校
釈
一
』
で
は
、8-110

＋8-669

の

残
簡
を
接
合
し
て
い
る
。

　

文
書
（
２
）：
遷
陵
県
の
長
吏
が
、
倉
曹
の
文
書
を
再
録
し
て
、
通
達
の
文
章
を
加
え
た
と
想
定
さ
れ
る
資
料
。

Ａ

庚
寅
朔
辛
亥
、〔
倉
〕

                                                                      

□
皆
盡
三
月
、
遷
□

                                                                        

食
如
律
。
雨
留
不
能
投
宿
齎
。

                                                                  

Ｂ

三
月
庚
申
朔
辛
亥
、
遷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

8-110

＋8-669

正         

令
佐
温
。

           

（
リ
ス
ト
）                                                               

□
戍
□
□
□
陽
翟
□
。

                                                                           

更
□
士
□
□
□
中
痤
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

8-110

＋8-669

背          

　

Ａ
の
文
面
は
冒
頭
が
読
め
な
い
が
、「
庚
寅
朔
辛
亥
」
と
あ
り
、8-1517
と
同
じ
朔
日
の
干
支
で
あ
る
。
ま
た
「
皆
盡
三
月
」
や
「
雨

留
不
能
投
宿
齎
」
の
文
面
が
よ
く
似
て
い
る
。
こ
れ
が8-1517

と
同
一
の
内
容
で
あ
る
こ
と
は
、
さ
ら
に
背
面
の
名
で
明
ら
か
と
な
る
。



一
三

里
耶
秦
簡
の
交
通
資
料
と
県
社
会

つ
ま
り
背
面
に
は
、
令
佐
温
と
二
人
の
更
戍
と
推
定
さ
れ
る
リ
ス
ト
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
木
牘
が8-1517

と
異
な
る
の
は
、
Ｂ

の
記
載
を
も
つ
こ
と
で
あ
る
。
Ｂ
の
文
書
は
、
前
半
部
分
だ
け
で
あ
る
が
、
三
月
辛
亥
（
二
十
二
日
）
の
同
日
に
、
遷
陵
県
の
長
吏
が
記

し
た
文
章
と
推
測
さ
れ
る
。
つ
ま
り8-1517

の
上
行
文
書
を
受
け
て
、
遷
陵
県
の
官
府
で
は
こ
の
申
請
を
再
録
し
、
さ
ら
に
通
達
文
書

を
追
加
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
遷
陵
県
の
県
外
に
発
信
す
る
文
書
の
手
順
が
わ
か
る
。

　

ま
ず
遷
陵
県
の
下
部
組
織
で
あ
る
倉
曹
が
作
成
し
た
文
書
（
１
）
は
、
単
独
で
県
外
に
発
信
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
は
同
じ
よ

う
に
、
遷
陵
県
が
県
外
に
文
書
を
発
信
し
た
記
録
で
は
、
獄
東
曹
や
獄
南
曹
、
司
空
曹
、
尉
曹
、
戸
曹
、
金
布
な
ど
の
文
書
は
、
最
終
的

に
県
廷
の
長
吏
が
封
印
し
て
発
信
す
る
こ
と
か
ら
も
証
明
で
き（
19
）る
。
そ
こ
で
下
部
の
部
署
は
、
Ａ
の
文
書
を
県
廷
に
申
請
す
る
。
県
廷
で

は
、
年
月
日
を
入
れ
た
倉
曹
の
文
書
を
再
録
し
、
月
日
だ
け
の
長
吏
の
文
章
を
書
き
加
え
て
、
一
通
の
文
書
（
Ａ
、
Ｂ
の
複
合
文
書
）
と

す
る
。
こ
の
文
書
（
２
）
は
、
倉
曹
が
作
成
し
た
原
本
に
付
記
し
た
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
が
外
部
に
発
信
さ
れ
る
遷
陵
県
の
文
書
と
な

る
。
し
か
し
県
外
に
発
信
す
る
複
数
の
文
書
は
、
す
べ
て
県
外
に
出
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
り
、
こ
の
文
書
は
発
信
し
た
原
本
で
は
な
い
。

し
た
が
っ
て
文
書
（
２
）
は
、
県
廷
で
作
成
し
て
い
る
が
、
県
外
に
発
信
し
た
文
書
（
一
通
の
複
合
文
書
）
の
控
え
の
記
録
（
抄
本
）
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
文
書
（
１
、２
）
と
同
じ
形
式
の
文
書
は
、
ほ
か
に
も
み
え
て
い
（
20
）る
。
た
と
え
ば8-169

＋8-233

＋8-407

＋8-416

＋

8-1185

は
、
倉
曹
か
ら
県
廷
に
申
請
し
た
文
書
で
あ
る
。
ま
た8-50

＋8-422

は
、
倉
曹
か
ら
県
廷
に
申
請
し
た
文
書
と
、
遷
陵
県
の

丞
が
酉
陽
・
臨
沅
に
通
達
す
る
文
章
を
加
え
た
複
合
文
書
の
形
態
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
遷
陵
県
か
ら
発
信
さ
れ
た
文
書
が
、
そ
の
後
、
ど
の
よ
う
に
他
県
で
取
り
扱
わ
れ
る
か
は
、
こ
の
文
書
か
ら
は
知
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
し
か
し
他
県
か
ら
遷
陵
県
に
送
ら
れ
て
き
た
食
料
支
給
の
通
達
文
書
は
、
里
耶
秦
簡
の
な
か
に
残
さ
れ
て
い
る
。

　

文
書
（
３
）：
零
陽
県
か
ら
遷
陵
県
に
送
ら
れ
て
き
た
食
料
支
給
の
通
達
文
書
、
そ
の
処
理
を
記
し
た
記
録
。



一
四

Ａ

元
年
七
月
庚
子
朔
丁
未
、
倉
守
陽
敢
言
之
。
獄
佐
辨
・
平
・
士
吏
賀
具
獄
縣
官
、
食
盡
甲
寅
、
謁
告
過
所
縣
郷
以     

次
續
食
。
雨
留
不
能
投
宿
齎
。
來
復
傳
。
零
陽
田
能
自
食
。
當
騰
期
卅
日
、
敢
言
之
。                        

Ｂ

／
七
月
戊
申
、
零
陽
龏
移
過
所
縣
郷
。
／
齮
手                                                          

Ｄ

／
七
月
庚
子
朔
癸
亥
、
遷
陵
守
丞
固
告
倉
嗇
夫
。
以
律
令
從
事
。
／
嘉
手　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

5-1

正        

遷
陵
食
辨
・
平
盡
己
巳
旦
□
□
□
□
遷
陵
。                                                            

七
月
癸
亥
旦
、
士
五
臂
以
來
。
／
嘉
發　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

5-1

背        

Ｃ
　

右
の
図
は
、月
日
と
作
成
部
署
に
よ
る
形
式
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
Ａ
の
部
分
は
、二
世
元
年
（
前
二
〇
九
）
七
月
丁
未
（
八
日
）
に
、

零
陽
県
の
倉
守
が
申
請
し
た
上
行
文
書
で
あ
る
。
そ
れ
は
獄
佐
の
辨
・
平
と
士
吏
の
賀
が
、
獄
官
の
文
書
を
作
成
し
て
出
張
し
、
食
糧
は

甲
寅
（
十
五
日
）
ま
で
支
給
す
る
の
で
、
通
過
地
の
県
・
郷
で
食
料
を
提
供
し
て
欲
し
い
と
い
う
。
こ
こ
で
も
雨
に
よ
っ
て
滞
留
し
、
投

宿
で
き
な
い
場
合
は
食
糧
の
銭
財
を
提
供
す
る
こ
と
を
述
べ
、
零
陽
県
が
支
給
す
る
期
限
を
三
十
日
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
続
い
て
Ｂ
の
部
分
は
、
翌
日
の
七
月
戊
申
（
九
日
）
に
、
零
陽
県
の
長
官
が
倉
曹
の
文
書
を
再
録
し
て
、
通
過
地
の
県
・
郷
に

発
給
す
る
文
章
を
追
加
し
て
い
る
。
こ
れ
が
外
部
に
発
信
す
る
通
達
文
書
（
Ａ
、
Ｂ
の
複
合
文
書
）
と
な
る
。

　

こ
の
文
書
は
、
Ｃ
七
月
癸
亥
（
二
十
四
日
）
に
遷
陵
県
に
届
い
て
い
る
。
こ
こ
で
は
往
来
す
る
者
が
携
帯
す
る
通
行
証
で
は
な
く
、
食

糧
を
提
供
す
る
文
書
で
あ
る
た
め
に
、
士
伍
の
臂
が
配
送
し
て
お
り
、
県
の
嘉
が
受
信
し
て
い
る
。

　

正
面
の
Ｄ
の
部
分
は
、
受
信
し
た
同
日
に
、
遷
陵
県
の
守
丞
が
下
部
の
倉
嗇
夫
に
伝
達
し
た
記
録
で
あ
る
。
書
記
は
、
受
信
と
同
じ
嘉

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
零
陽
県
の
通
達
と
規
定
に
従
っ
て
、
遷
陵
県
の
倉
曹
が
旅
行
者
に
食
糧
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
る
。
背
面
の
右
側
に

「
遷
陵
食
辨
・
平
盡
己
巳
（
三
十
日
）
旦
□
□
□
□
遷
陵
」
と
あ
る
の
は
、
提
供
の
期
限
を
付
記
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。



一
五

里
耶
秦
簡
の
交
通
資
料
と
県
社
会

　

こ
こ
で
確
認
で
き
る
情
報
処
理
の
手
順
は
、
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
零
陽
県
で
は
、
交
通
の
ル
ー
ト
に
あ
た
る
隣
県
な
ど
に
文
書

（
Ａ
、
Ｂ
の
複
合
文
書
）
を
発
信
し
て
い
る
。
そ
の
形
式
は
、
遷
陵
県
の
文
書
（
２
）
と
同
じ
で
あ
り
、
ま
た
私
用
旅
行
の
伝
と
同
じ
形

式
（
Ａ
、
Ｂ
の
複
合
文
書
）
で
あ
る
。
相
違
す
る
の
は
、
里
耶
秦
簡
の
文
書
（
２
、３
）
が
食
糧
支
給
の
文
書
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
漢

簡
で
は
旅
行
に
携
帯
す
る
私
用
伝
の
記
録
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
下
部
の
部
署
で
作
成
し
た
文
書
は
、
単
独
で
外
部
に
発
信
す
る

こ
と
は
で
き
ず
、
県
廷
を
通
じ
て
他
県
に
発
信
す
る
方
法
は
、
ま
っ
た
く
共
通
し
て
い
る
。

　

文
書
（
３
）
は
、
遷
陵
県
で
受
信
し
た
文
書
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
持
参
し
た
者
を
記
す
こ
と
は
伝
の
記
録
と
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
し
里

耶
秦
簡
の
文
書
は
、
封
泥
の
印
文
を
記
載
し
て
い
な
い
点
が
違
っ
て
い
る
。
ま
た
文
書
（
３
）
は
、
こ
の
文
書
を
転
送
し
て
指
示
す
る
文

書
を
付
記
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
文
書
（
３
）
は
、
零
陽
県
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
原
本
で
は
な
く
、
ま
た
下
部
の
部
署
に
発
信
し
た
文

書
の
原
本
で
も
な
い
。
そ
れ
は
県
廷
に
残
さ
れ
た
処
理
の
記
録
（
抄
本
）
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
里
耶
秦
簡
の
文
書
と
、
金
関
漢
簡
の
私

用
伝
の
記
録
に
み
え
る
形
式
を
く
ら
べ
て
み
る
と
、
そ
の
情
報
処
理
の
方
法
は
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

　

な
お
交
通
ル
ー
ト
か
ら
い
え
ば
、
文
書
（
３
）
は
水
路
だ
け
で
は
な
く
、
陸
路
も
想
定
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
洞
庭
郡
の
零
陽
県
（
湖
南

省
慈
利
県
）
は
、
里
耶
古
城
が
あ
る
遷
陵
県
の
酉
水
と
は
別
の
水
系
と
な
り
、
分
水
嶺
を
越
え
て
通
行
す
る
ル
ー
ト
に
あ
た
る
か
ら
で
あ

（
21
）る
。
ま
た
零
陽
県
は
七
月
九
日
に
文
書
を
発
信
し
て
、
遷
陵
県
に
届
い
た
の
は
七
月
二
十
四
日
で
あ
り
、
通
行
に
は
十
五
日
間
が
経
過
し

て
い
る
。
こ
れ
は
具
獄
の
用
務
を
ど
こ
の
県
で
す
る
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
が
、
零
陽
県
か
ら
下
流
に
下
り
、
臨
沅
・
沅
陵
の
方
面
を

通
過
し
て
遷
陵
県
に
到
る
と
い
う
の
は
、
迂
回
ル
ー
ト
の
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
里
耶
秦
簡
の
出
張
に
関
連
し
て
、
食
料
支
給
を
通
達
す
る
文
書
を
み
る
と
、
県
廷
の
長
吏
が
下
部
部
署
の
申
請
文
書
を
そ

の
ま
ま
複
写
し
て
、
一
通
の
通
達
文
書
（
下
部
と
県
廷
の
複
合
文
書
）
と
し
て
通
過
地
に
発
信
す
る
手
順
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た

金
関
漢
簡
の
私
用
伝
に
み
え
て
い
た
複
合
文
書
の
形
式
は
、
県
廷
が
県
外
に
文
書
を
発
信
す
る
基
礎
単
位
で
あ
る
と
い
う
共
通
点
に
よ
っ



一
六

て
説
明
で
き
る
の
で
あ
る
。

四　

秦
漢
時
代
の
県
と
郷
里
社
会

　

こ
れ
ま
で
里
耶
秦
簡
の
交
通
資
料
と
、
漢
簡
に
み
え
る
私
用
旅
行
の
伝
の
形
式
を
分
析
し
て
、
県
の
下
部
に
あ
る
組
織
や
郷
で
は
独
自

に
県
外
へ
の
文
書
を
発
信
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
推
測
し
た
。
そ
の
た
め
下
部
組
織
や
郷
の
官
吏
は
、
ま
ず
県
廷
に
申
請
す
る
文
書
を

作
成
す
る
。
県
廷
で
は
、
そ
の
上
申
文
書
を
複
写
し
て
再
録
し
、
そ
こ
に
県
廷
の
通
達
文
を
追
加
し
て
一
通
の
文
書
と
し
た
。
し
た
が
っ

て
県
廷
が
県
外
に
発
信
す
る
文
書
は
、
一
見
す
る
と
上
申
文
書
と
下
達
文
書
を
あ
わ
せ
た
複
合
文
書
の
形
式
で
あ
る
が
、
そ
の
本
質
は
一

通
の
通
達
文
書
で
あ
る
。
こ
れ
は
二
つ
の
文
書
を
あ
わ
せ
て
作
成
し
た
た
め
に
生
じ
た
形
式
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
で
は
、
上
行
文
書
と
通
達
文
書
を
組
み
合
わ
せ
た
伝
の
形
態
は
、
県
社
会
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
意
義
を
も
つ
の
だ
ろ
う
か
。
つ

ぎ
に
私
用
旅
行
の
伝
に
み
え
る
手
続
き
と
、
県
社
会
の
関
係
を
考
え
て
み
よ
う
。

　

私
用
の
伝
は
、
県
に
所
属
す
る
郷
嗇
夫
が
通
行
許
可
を
申
請
し
、
県
が
こ
の
文
書
を
再
録
し
た
通
達
文
書
と
し
て
発
信
し
て
い
た
。
こ

の
形
式
は
、
二
つ
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
。

　

一
は
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
県
に
所
属
す
る
郷
や
、
下
部
の
部
署
は
独
立
し
て
外
部
に
文
書
を
発
給
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、

県
外
に
行
政
文
書
を
送
る
場
合
は
、
県
の
官
府
が
統
轄
す
る
基
本
単
位
と
な
っ
て
い
る
。
里
耶
秦
簡
の
場
合
は
、
下
部
の
部
署
と
し
て
令

曹
、
吏
曹
、
尉
曹
、
司
空
、
倉
曹
、
戸
曹
、
少
内
、
庫
、
獄
曹
、
田
官
、
畜
官
な
ど
が
あ（
22
）る
。
遷
陵
県
の
下
部
組
織
に
は
、
都
郷
、
啓
陵

郷
、
貳
春
郷
と
い
う
三
つ
の
行
政
区
画
が
あ
る
。
漢
代
で
も
、
県
の
下
部
に
は
所
属
の
部
署
と
、
郷
の
組
織
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
県
外

に
文
書
を
発
信
す
る
文
書
伝
達
の
機
能
か
ら
み
れ
ば
、
県
が
文
書
行
政
の
基
本
単
位
で
あ
る
。
そ
し
て
下
部
の
部
署
と
郷
の
組
織
は
、
県
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の
行
政
機
構
に
組
み
込
ま
れ
る
も
の
で
あ
り
、
独
立
し
た
機
構
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

二
は
、
私
用
伝
の
申
請
と
発
給
で
は
、
郷
の
区
分
に
ふ
く
む
里
の
人
物
を
申
請
し
、
県
廷
が
確
認
を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ

は
郷
が
旅
行
す
る
民
の
戸
籍
を
掌
握
し
て
お
り
、
県
も
ま
た
戸
籍
を
確
認
で
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
戸
籍
の
作
成
と
管

理
か
ら
い
え
ば
、
郷
は
伝
の
申
請
に
際
し
て
戸
籍
を
掌
握
し
て
お
り
、
県
が
最
終
的
に
戸
籍
を
統
括
す
る
単
位
で
あ
る
こ
と
に
な（
23
）る
。
こ

の
形
態
は
、
県
が
戸
籍
を
掌
握
す
る
基
本
単
位
で
、
生
活
の
基
層
社
会
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

漢
代
の
伝
で
は
、
郡
が
発
給
し
た
私
用
旅
行
の
伝
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
ま
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
が
、

こ
れ
ま
で
の
形
式
か
ら
み
て
県
が
発
給
す
る
こ
と
が
通
常
の
形
態
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
郡
は
、
尹
湾
漢
墓
簡
牘
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

戸
口
や
男
女
の
人
数
を
掌
握
し
て
い
て
も
、
固
有
名
詞
を
も
つ
個
人
の
戸
籍
を
掌
握
し
て
い
な
い
こ
と
が
推
測
さ
れ（
24
）る
。
し
た
が
っ
て
郡

の
民
政
的
な
権
力
が
強
ま
っ
た
と
い
わ
れ
る
前
漢
後
半
期
か
ら
後
漢
時
代
に
も
、
個
別
の
戸
籍
の
管
轄
と
私
用
伝
の
申
請
は
県
が
基
礎
単

位
と
な
っ
て
お
り
、
郡
は
人
口
な
ど
を
掌
握
す
る
だ
け
で
あ
る
こ
と
が
わ
か（
25
）る
。
こ
う
し
た
状
況
は
、
漢
代
の
郡
と
県
の
関
係
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
実
態
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
県
の
下
部
で
は
、
郷
の
官
吏
も
行
政
機
構
に
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
郷
は
独
立
し
た
機
構
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
も
ま
た
県
以
下

の
郷
里
社
会
に
対
し
て
検
討
を
せ
ま
る
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
漢
代
で
は
、
郷
里
共
同
体
や
里
共
同
体
を
想
定
し
、
県
以
下
の
社
会
を

独
立
し
た
都
市
国
家
と
す
る
議
論
が
あ（
26
）る
。
し
か
し
文
書
伝
達
と
私
用
伝
を
発
給
す
る
経
過
を
み
る
と
、
県
が
地
方
行
政
の
基
本
単
位
で

あ
り
、
下
部
の
郷
は
独
立
し
た
機
構
や
都
市
国
家
と
は
想
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
前
漢
武
帝
期
よ
り
以
降
の
状
況
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
武
帝
期
よ
り
以
前
で
は
、
県
と
郷
里
社
会
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
知
る
手
が
か
り
は
、
漢
墓
に

副
葬
さ
れ
た
告
地
策
で
あ
る
。
漢
代
初
期
の
墓
に
は
、
死
者
を
地
下
の
世
界
に
送
る
擬
制
文
書
と
し
て
、
地
下
の
役
人
に
あ
て
た
告
地
策
・

告
地
書
が
あ
る
。
大
庭
脩
氏
は
、
こ
れ
を
地
上
の
伝
と
同
じ
よ
う
な
「
冥
土
へ
の
旅
券
」
と
み
な
し
て
い（
27
）る
。
こ
こ
に
漢
代
の
私
用
伝
と
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共
通
す
る
表
記
が
あ
る
。

　

た
と
え
ば
謝
家
橋
一
号
漢
墓
に
は
、
郎
中
・
五
大
夫
で
あ
る
昌
の
母
に
つ
い
て
、
随
葬
す
る
人
や
物
品
の
リ
ス
ト
と
、
家
属
の
証
明
を

記
し
た
竹
牘
が
あ（
28
）る
。

　
　
▃ 

郎
中
五
大
夫
昌
母
家
属
、
當
復
毋
有
所
與
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
竹
牘
一
）

　
　

 

五
年
十
一
月
癸
卯
朔
庚
午
、
西
郷
辰
敢
言
之
。
郎
中
大
夫
昌
自
言
、
母
大
女
子
恚
死
、
以
衣
器
・
葬
具
及
従
者
子
・
婦
・
偏
下
妻
・

奴
婢
・
馬
牛
・
物
・
人
一
牒
、
牒
百
九
十
七
枚
。
昌
家
復
無
有
所
與
、
有
詔
令
。
謁
告
地
下
丞
以
従
事
、
敢
言
之
。（
竹
牘
三
）

　
　

十
一
月
庚
午
、
江
陵
丞
虎匿
移
地
下
丞
、
可
令
吏
以
従
事
。
／
臧
手　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
竹
牘
二
）

　

こ
の
年
代
は
、
高
后
五
年
（
前
一
八
三
）
十
一
月
癸
卯
朔
庚
午
（
二
十
八
日
）
と
推
定
さ
れ
て
い（
29
）る
。
こ
の
竹
牘
三
は
、
西
郷
か
ら
江

陵
県
に
申
請
し
た
文
書
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
人
や
物
品
を
そ
れ
ぞ
れ
百
九
十
七
枚
の
牒
に
記
載
し
、
同
時
に
「
昌
家
復
無
有
所
與
（
昌
の

家
は
徭
役
が
免
除
さ
れ
、
徴
発
さ
れ
な
い
）」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
応
す
る
証
明
が
、
竹
牘
一
の
「
▃ 

郎
中
五
大
夫
昌
母
家
属
、

當
復
毋
有
所
與
」
で
あ
ろ
う
。
竹
牘
二
は
、
竹
牘
三
の
申
請
を
う
け
て
、
江
陵
丞
が
地
下
丞
に
通
達
し
た
文
書
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
を
合

わ
せ
れ
ば
、私
用
旅
行
に
対
す
る
伝
の
形
式
（
複
合
文
書
）
と
同
じ
と
な
る
。
た
だ
し
こ
こ
に
は
旅
行
者
の
用
件
と
資
格
の
記
述
は
な
く
、

物
品
や
従
者
の
随
行
と
、
随
行
者
の
証
明
を
記
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
謝
家
橋
一
号
漢
墓
の
竹
牘
は
、
墓
主
の
通
行
証
と
す
る
の
で
は
な

く
、
む
し
ろ
地
下
の
世
界
へ
通
行
す
る
と
き
の
随
行
人
や
物
品
の
証
明
に
あ
た
る
と
推
測
し
て
い（
30
）る
。

　

表
１
は
、
漢
代
の
告
地
策
を
概
観
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
地
下
へ
の
通
行
で
は
同
じ
傾
向
を
示
し
て
い（
31
）る
。
た
と
え
ば
申
請
者
や
発
給

者
、
宛
先
が
わ
か
る
も
の
で
は
、
文
帝
期
の
鳳
凰
山
一
六
八
号
墓
の
告
地
策
（
江
陵
丞
―
地
下
丞
）、
高
台
一
八
号
墓
の
告
地
策
（
中
郷

―
江
陵
丞
―
安
都
丞
）、
景
帝
期
の
孔
家
坡
八
号
墓
の
告
地
策
（
都
郷
―
桃
侯
国
丞
―
地
下
丞
）
の
例
が
あ
る
。
文
帝
期
の
毛
家
園
一
号

墓
の
告
地
策
は
、
建
郷
か
ら
地
下
主
に
宛
て
た
文
書
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
郷
か
ら
県
廷
に
申
請
す
る
形
式
（
郷
の
上
行
文
書
）
と
同
じ
で
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表１　漢代の告地策、告地書一覧

年
代

漢
墓

発
給

申
請

受
信

墓
主

告
地
策
の
内
容

高
后

謝
家
橋

一
号

江
陵
丞

西
郷
辰

地
下
丞

大
夫
昌

の
母

五
年
十
一
月
癸
卯
朔
庚
午
、
西
郷
辰
敢
言
之
。
郎
中
大
夫
昌
自
言
、
母
大
女
子
恚
死
、

以
衣
器
・
葬
具
及
従
者
子
・
婦
・
偏
下
妻
・
奴
婢
・
馬
牛
・
物
・
人
一
牒
、
牒

百
九
十
七
枚
。
昌
家
復
無
有
所
與
、
有
詔
令
。
謁
告
地
下
丞
以
従
事
、
敢
言
之
。

文
帝

鳳
凰
山

一
六
八
号

江
陵
丞

地
下
丞

五
大
夫

の
隧

十
三
年
五
月
庚
辰
、
江
陵
丞
敢
告
地
下
丞
。
市
陽
五
大
夫
隧
自
言
、
与
大
奴
良
等
廿

八
人
、
大
婢
益
等
十
八
人
、
軺
車
二
乗
、
牛
車
一
兩
、
騶
馬
四
匹
、
駠
馬
二
匹
、
騎

馬
四
匹
。
可
令
吏
以
從
事
、
敢
告
主
。

高
台

一
八
号

江
陵
丞

中
郷
起

安
都
丞

新
安

大
女
燕

七
年
十
月
丙
子
朔
〔
庚
子
〕、
中
郷
起
敢
言
之
。
新
安
大
女
燕
自
言
、
与
大
奴
甲
・
乙
、

大
婢
妨
徙
安
都
。
謁
告
安
都
受
名
数
。
書
到
為
報
。
敢
言
之
。
十
月
庚
子
、
江
陵
龍

氏
丞
敬
移
安
都
丞
。
／
亭
手

毛
家
園

一
号

建
郷
疇

地
下
主

関
内
侯

寡
大
女

精

十
二
年
八
月
壬
寅
朔
己
未
、
□
郷
疇
敢
告
地
下
主
。
泗
（
？
）
陽
關
内
侯
寡
大
女
精

死
自
言
、
以
家
属
・
馬
牛
徙
。
今
牒
書
所
与
徙
者
〔
七
十
三
〕
牒
移
此
、
家
復
不
事
。

…
…
它
如
律
令
。
敢
告
主
。

馬
王
堆

三
号

家
丞
奮

主
蔵

郎
中

十
二
年
二
月
己
巳
朔
戊
辰
、
家
丞
奮
移
主
藏
郎
中
。
移
蔵
物
一
編
。
書
到
先
撰
具
奏

主
藏
君
。

景
帝

孔
家
坡

八
号

桃
侯
国

丞

都
郷
燕

佐
戎

地
下
丞

庫
嗇
夫

の
辟

二
年
正
月
壬
子
朔
甲
辰
、
都
郷
燕
佐
戎
敢
言
之
。
庫
嗇
夫
辟
与
奴
宜
馬
・
取
・
宜
之
・

益
衆
、
婢
益
夫
・
末
衆
、
車
一
乗
、
馬
三
匹
。
正
月
壬
子
、
桃
侯
国
丞
萬
移
地
下
丞
。

受
數
毋
報
。　
　

定
手

鳳
凰
山

一
〇
号

五
大
夫

張
偃

地
下
主

四
年
後
九
月
辛
亥
、
平
里
五
大
夫
張
偃
敢
告
地
下
主
。
偃
衣
器
物
所
以
〔
葬
〕
具
器

物
名
令
會
以
律
令
從
事
。



二
〇

あ
る
。
鳳
凰
山
一
〇
号
墓
の
告
地
策
で
は
、
直
接
に
地
下
主
に
宛
て
て
い
る
。
ま
た
馬
王
堆
三
号
漢
墓
の
告
地
策
は
、
家
丞
か
ら
直
接
に

主
蔵
郎
中
に
宛
て
た
文
書
の
形
式
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
簡
牘
で
は
、
直
接
に
地
下
に
送
る
と
き
は
、
郷
、
あ
る
い
は
起
草
者
か
ら
「
地
下
主
」
に
宛
て
た
文
書
と
な
っ
て
い
る
。
里

耶
秦
簡
で
は
、
文
書
の
宛
先
と
す
る
場
合
に
「
某
主
」
と
表
記
し
て
い（
32
）る
。
し
か
し
先
に
県
廷
に
申
請
し
、
そ
の
あ
と
地
下
に
送
る
通
達

文
書
で
は
、
宛
先
が
他
県
と
同
じ
よ
う
に
「
地
下
丞
」
と
な
っ
て
い
る
。
と
く
に
高
台
一
八
号
墓
の
告
地
策
で
は
、
安
都
丞
を
指
定
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
告
地
策
に
は
、
家
属
や
奴
婢
な
ど
を
記
し
て
お
り
、
漢
代
初
期
で
も
郷
が
戸
籍
を
掌
握
し
て
お
り
、
県
廷
が
戸
籍
を
統

轄
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
れ
は
漢
簡
の
私
用
伝
か
ら
み
た
県
と
郷
の
関
係
と
同
じ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
漢
代
初
期
の
制
度

で
は
、
郷
が
告
地
策
の
作
成
に
際
し
て
戸
籍
を
掌
握
し
て
お
り
、
県
が
最
終
的
に
戸
籍
を
統
括
す
る
単
位
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う

し
た
漢
代
初
期
の
制
度
が
、
同
じ
よ
う
に
前
漢
後
半
期
か
ら
後
漢
時
代
に
も
継
承
さ
れ
、
私
用
伝
に
み
え
る
県
社
会
に
反
映
し
て
い
た
こ

と
に
な
る
。

　

そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
秦
代
の
県
と
郷
里
社
会
と
の
関
係
で
あ
る
。
す
で
に
み
た
よ
う
に
食
糧
支
給
に
関
す
る
交
通
資
料
は
、
県

廷
の
下
部
に
あ
る
倉
曹
が
申
請
し
た
も
の
で
あ
り
、
郷
の
性
質
を
示
す
資
料
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
里
耶
秦
簡
に
は
、
県
と
郷
に
関
す

る
資
料
が
い
く
つ
か
み
え
て
い
る
。

　

高
村
武
幸
「
秦
・
漢
初
の
郷
」
は
、
サ
ン
プ
ル
資
料
に
よ
っ
て
郷
の
職
掌
を
二
つ
に
分
け
て
考
察
し
て
い（
33
）る
。
１
は
、
里
典
・
郵
人
の

人
事
に
関
す
る
も
の
（8-157

）
で
あ
り
、
２
は
、
戸
籍
管
理
に
関
す
る
も
の
（
⑯
９
）
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
郷
が
、
県
の
下
部
に
位
置

す
る
地
方
行
政
機
構
に
組
み
込
ま
れ
、
裁
量
権
に
も
一
定
の
限
界
が
あ
っ
た
と
す
る
。
ま
た
里
典
の
任
命
は
、
県
が
決
定
権
を
握
っ
て
い

た
と
指
摘
し
て
い
る
。
鷲
尾
祐
子
氏
は
、
里
耶
秦
簡
の
戸
籍
簡
と
⑯
９
、『
二
年
律
令
』
戸
律
の
規
定
に
よ
っ
て
、
秦
代
と
漢
代
初
期
に

は
戸
籍
・
年
籍
を
保
持
す
る
行
政
単
位
は
郷
で
あ
り
、
郷
で
作
成
し
た
籍
の
副
本
を
県
が
保
管
す
る
と
考
え
て
い（
34
）る
。
そ
の
郷
に
保
管
す



二
一

里
耶
秦
簡
の
交
通
資
料
と
県
社
会

る
名
籍
の
記
載
す
べ
き
情
報
は
、
戸
が
属
す
る
里
名
で
あ
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
郷
の
職
掌
を
、
さ
ら
に
『
里
耶
秦
簡
〔
壹
〕』
と
あ
わ

せ
て
考
え
て
み
よ
う
。

　

表
２
は
、
里
耶
秦
簡
に
み
え
る
郷
に
関
す
る
項
目
を
一
覧
し
た
も
の
で
あ（
35
）る
。
こ
の
う
ち
、
検
（
郷
の
名
を
記
し
た
宛
名
）、
郵
書
の

記
録
、
官
吏
の
罰
金
、
粟
米
な
ど
の
出
入
記
録
、
県
か
ら
支
給
さ
れ
た
徒
刑
労
働
の
作
徒
簿
は
、
他
の
部
署
に
も
共
通
す
る
項
目
で
あ
る
。

そ
こ
で
県
と
郷
の
文
書
伝
達
に
注
意
し
な
が
ら
、
郷
の
性
格
に
関
す
る
資
料
を
み
れ
ば
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
。

　

ま
ず
官
吏
の
現
況
で
は
、
郷
吏
の
死
亡
や
、
現
員
、
欠
員
を
県
が
掌
握
し
て
い
る
。
こ
れ
は
県
の
下
部
組
織
に
郷
が
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
　

廿
八
年
啓
陵
郷
守
歜
・
佐
【
見
】」
廿
九
年
郷
守
歜
・
佐
緩
已
死
。 

8-938+8-1144

　
　

廿
八
年
啓
陵
郷
歜
已
死
、」
佐
見
已
死
。
廿
九
年
郷
歜
・
佐
緩
已
死
。
卅
年 

8-39

　
　

貳
春
吏
見
（
現
）
三
人
。 

8-1704

　
　

貳
春
郷
佐
缺
一
人
。 

8-887

　

つ
ぎ
に
里
耶
秦
簡
で
は
、
貳
春
郷
に
関
す
る
戸
数
な
ど
を
記
し
て
お
り
、
遷
陵
県
で
戸
口
を
把
握
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　

１
廿
七
年
、
遷
陵
貳
春
郷
積
戸

」
亡
者
二
人
。〔
率
〕
之
、
萬
五
千
三
戸
而
□

  
8-927

　
　

２
卅
五
年
、
遷
陵
貳
春
郷
積
戸
二
萬
一
千
三
百

」
毋
將
陽
闌
亡
乏
戸
。

 
8-1716

　
　

３
卅
五
年
八
月
丁
巳
朔
、
貳
春
郷
茲
敢
言
之
。
受
酉
陽
盈
夷

　
　
　

郷
戸
隸
計
大
女
子
一
人
、
今
上
其
校
一
牒
、
謁
以
從
事
。
敢
」
言
之
。 

8-1565

正

    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

如
意
手 

8-1565

背

　

１
は
、
二
十
七
年
（
前
二
二
〇
）
貳
春
郷
の
積
戸
を
記
し
、
そ
れ
を
何
か
の
基
準
で
割
っ
た
数
字
を
一
万
五
〇
〇
三
戸
と
し
て
い
る
。



二
二

２
は
、
三
十
五
年
（
前
二
一
二
）
の
貳
春
郷
の
積
戸
を
二
万
一
三
〇
〇
余
戸
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
積
算
し
た
「
積
戸
」
や
、

換
算
し
た
戸
数
で
あ
り
、
戸
の
実
数
で
は
な
い
。
３
は
、
三
十
五
年
八
月
に
貳
春
郷
か
ら
県
廷
に
上
申
し
た
文
書
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
酉

陽
県
の
盈
夷
郷
か
ら
受
け
た
大
女
子
一
人
の
校
一
牒
を
提
出
し
て
い
る
。

　

戸
賦
に
関
す
る
資
料
は
、
啓
陵
郷
の
例
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
三
十
四
年
（
前
二
一
三
）
に
啓
陵
郷
の
現
戸
が
二
十
八
戸
で
あ
り
、
戸
賦

を
出
す
者
が
繭
十
斤
八
両
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
繭
の
戸
賦
を
出
す
戸
数
か
も
し
れ
な
い
。

　
　

卅
四
年
、
啓
陵
郷
見
戸
・
當
出
戸
賦
者
志
。」
見
戸
廿
八
戸
、
當
出
繭
十
斤
八
兩
。 

8-518

　

ま
た
里
耶
秦
簡
に
は
、
特
産
品
に
関
す
る
記
載
が
あ
る
が
、
啓
陵
郷
で
は
魚
の
名
前
を
返
答
し
た
資
料
が
あ（
36
）る
。

　
　

 

卅
五
年
八
月
丁
巳
朔
己
未
、
啓
陵
郷
守
狐
敢
言
之
。
廷
下
令
書
曰
、
取
鮫
魚
與
」
山
今
廬
（
鱸
）
魚
獻
之
。
問
津
吏
徒
莫
智
。
● 

問
智
此
魚
者
具
署
」
物
色
、
以
書
言
。
●
問
之
啓
陵
郷
吏
・
黔
首
・
官
徒
、
莫
智
。
敢
言
之
。
●
戸 

8-769

正

　
　

曹

　
　

八
月
□
□
□
郵
人
□
以
來
。
／
□
發　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

    

孤
手 

8-769

背

　

こ
れ
は
三
十
五
年
八
月
丁
巳
朔
己
未
（
三
日
）
に
啓
陵
郷
守
の
狐
が
、
県
廷
の
下
し
た
「
鮫
魚
と
山
今
鱸
魚
を
取
っ
て
之
を
献
ぜ
よ
。

津
の
吏
・
徒
に
問
う
た
が
、
知
る
も
の
が
無
い
。
そ
こ
で
こ
の
魚
を
知
る
者
に
問
い
、
具
さ
に
物
色
の
特
徴
を
記
し
、
書
を
以
て
言
え
」

と
い
う
命
令
に
対
す
る
返
答
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
啓
陵
郷
の
吏
や
黔
首
・
官
徒
に
問
い
ま
し
た
が
、
知
る
も
の
が
い
ま
せ
ん
」
と
答
え

て
い
る
。
こ
こ
で
は
県
の
領
内
に
、
津
の
吏
・
徒
が
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
ほ
か
県
と
郷
の
間
に
み
え
る
文
書
伝
達
で
は
、
そ
の
送
付
の
内
容
が
う
か
が
え
る
。

　
　

廿
八
年
七
月
戊
戌
朔
辛
酉
、
啓
陵
郷
趙
敢
言
之
。
令
曰
、
二
月
」
壹
上
人
臣
治
（
笞
）
者
名
。
●
問
之
、
毋
當
令
者
。
敢
」
言
之
。

 
8-767

正
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三

里
耶
秦
簡
の
交
通
資
料
と
県
社
会

表２　遷陵県の郷の資料
項目 分類 里耶秦簡の番号

１検：付札 都郷
啓陵郷
貳春郷

8-6,8-842,8-1359,8-1479
8-250,8-1121,8-1691
8-870,8-1147,8-1548,8-1737

２郵書の記録 受け渡し 8-58,8-475 ＋ 8-610,8-1078
３文書の伝達
（発信、受信）

発信、受信の
手順

8-651,8-645,8-660,8-661,8-731,8-767,8-
770,8-1114+8-1150,8-1454+8-1629,8-
1456,8-1457,8-1525,8-1539,8-1797,8-
2121,8-2441

４官吏の現況 死亡
任命、転任
欠員、現員

8-39,8-809,8-938+8-1144
8-1041+8-1043,8-1445,8-2014
8-887,8-1704

５官吏の罰金
　

罰金
負債、貸与

8-300,8-297+1600
8-297+8-1600,8-1029

６出入の記録
粟米など

啓陵郷

貳春郷

8-925+8-2195,8-1241,8-1550,8-1839
8-816,8-1335,8-1557,8-1576,8-1595,8-
2247

７作徒簿
郷に提供され
た徒刑の労働

都郷

啓陵郷
貳春郷

その他

8-142 ,8-196+8-1521 ,8-962+1087 ,8-
1095,8-1425,8-2011
8-801,8-1278+8-1757,8-1759
8-787,8-1143+8-1631,8-1146,8-1207+8-
1255+8-1323,8-1280,8-1742+8-1956
8-145,8-1340,8-1641

８戸口・戸籍 戸の記録
奴の買い入れ

8-927,8-1254,8-1565,8-1716,8-1813, ⑯ 9
8-1287

９戸賦 8-518
10 墾田、税田 三郷 8-1519
11 里典、郵人 都郷、啓陵郷 8-157
12都郷の「復」徭賦の免除 8-170
13 特産品 鳥、魚、果樹 8-455,8-673+2002,8-769,8-1515,8-1527,8-

1562
14 郷の爰書 8-1443+8-1455,8-1537,8-1554
15 その他 8-483,8-49,8-198+8-213+8-2013,8-205,8-

223,8-399+404,8-578,8-1340,8-1516,8-
1710,8-1796,8-1858,8-1943,8-1973,8-
2094,8-2189,8-2243,8-2397,8-2405



二
四

　
　

七
月
丙
寅
水
下
五
刻
、
郵
人
敞
以
來
。
／
敬
半
。    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

貝
手 

8-767

背

　
　

丗
五
年
九
月
丁
亥
朔
乙
卯
、
貳
春
郷
守
辨
敢
言
」
之
。
上
不
更
以
下
繇
（
徭
）
計
二
牒
。
敢
言
之
。 

8-1539

　

二
十
八
年
七
月
の
文
書
で
は
、啓
陵
郷
か
ら
「
人
臣
の
笞
者
の
名
」
に
該
当
者
が
な
い
と
返
答
し
て
い
る
。
三
十
五
年
九
月
の
文
書
は
、

貳
春
郷
か
ら
「
不
更
以
下
徭
計
二
牒
」
を
県
廷
に
送
付
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
里
耶
秦
簡
の
郷
に
関
す
る
資
料
を
み
る
と
、
遷
陵
県
で
は
下
部
組
織
と
し
て
郷
の
官
吏
を
位
置
づ
け
て
い
る
。
ま
た
戸
口

や
戸
賦
な
ど
の
情
報
も
、
県
廷
が
そ
の
内
容
を
掌
握
し
て
い
る
。
文
書
伝
達
で
は
、
郷
の
官
吏
は
県
廷
を
通
じ
て
文
書
を
や
り
取
り
し
て

お
り
、
県
外
に
対
し
て
独
自
の
機
構
と
し
て
発
信
し
た
形
跡
が
み
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
秦
代
で
は
、
や
は
り
県
が
領
域
内
の
民
を
統

轄
す
る
基
礎
単
位
で
あ
り
、
郷
は
そ
の
下
部
組
織
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
郷
の
官
吏
が
い
て
、
郷
と
い
う
区
分
で
郵
や
里
を
管
轄
し

て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
も
し
秦
代
の
県
社
会
が
、
こ
の
よ
う
な
実
態
で
あ
れ
ば
、
漢
代
初
期
の
告
地
策
や
、
前
漢
後
半
か
ら
後
漢
時
代

の
私
用
伝
に
み
え
る
県
社
会
と
同
じ
よ
う
な
構
造
と
な
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
は
、
里
耶
秦
簡
の
交
通
資
料
を
め
ぐ
っ
て
、
漢
代
の
私
用
伝
に
み
え
る
手
順
や
、
県
の
部
署
と
郷
里
社
会
と
の
関
係
を
検
討
し
た
。

そ
の
要
点
は
、
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

　

一
に
、
複
合
文
書
の
よ
う
に
み
え
る
漢
簡
の
私
用
旅
行
の
伝
は
、
里
耶
秦
簡
の
交
通
資
料
を
類
推
と
す
れ
ば
、
そ
の
作
成
手
順
と
社
会

的
な
意
義
が
理
解
で
き
る
。
そ
れ
は
、
ま
ず
県
の
下
部
組
織
で
あ
る
郷
で
作
成
し
た
文
書
は
、
そ
の
ま
ま
で
は
県
の
外
部
に
発
行
さ
れ
な

い
。
そ
の
た
め
先
に
県
廷
に
申
請
す
る
形
式
を
と
る
。
県
廷
で
は
、
こ
の
申
請
の
文
書
を
複
写
し
て
再
録
し
、
そ
こ
に
通
達
の
文
章
を
追



二
五

里
耶
秦
簡
の
交
通
資
料
と
県
社
会

加
し
て
外
部
に
発
給
す
る
。
し
た
が
っ
て
県
が
発
給
す
る
私
用
伝
は
、
基
本
的
に
通
達
文
書
（
郷
の
上
申
文
書
、
県
の
下
達
文
書
の
複
合

文
書
）
と
し
て
の
通
行
証
で
あ
る
。
こ
の
形
式
は
、
漢
代
初
期
の
漢
墓
に
み
え
る
告
地
策
の
形
式
と
同
じ
で
あ
る
。

　

二
、
こ
う
し
た
県
と
下
部
の
文
書
の
形
式
を
み
る
と
、
秦
漢
時
代
で
は
、
県
が
外
部
へ
文
書
を
発
信
す
る
基
礎
単
位
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
郷
の
官
吏
は
、
県
に
所
属
す
る
下
部
組
織
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
里
耶
秦
簡
の
郵
書
記
録
で
、
県
の
部
署
が
作
成

し
た
文
書
を
、
県
の
官
府
が
封
印
を
し
て
外
部
に
発
信
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
裏
づ
け
ら
れ
る
。

　

三
、
里
耶
秦
簡
の
交
通
資
料
、
県
と
郷
の
関
係
を
示
す
資
料
、
漢
墓
に
み
え
る
告
地
策
、
漢
簡
の
私
用
伝
に
み
え
る
形
式
か
ら
は
、
秦

漢
時
代
の
県
社
会
に
対
す
る
構
造
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
県
の
領
域
で
は
、
郷
と
い
う
区
分
で
郵
や
里
を
管
轄
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
そ
し
て
里
の
戸
籍
は
、
郷
で
作
成
し
た
と
し
て
も
、
県
で
も
確
認
で
き
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
郷
で
は
戸
籍
を
掌
握
し
て

い
る
が
、
そ
の
戸
籍
を
統
轄
す
る
の
は
県
の
官
府
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
漢
代
の
郡
で
は
、
戸
口
や
男
女
の
人
数
を
掌
握
し
て
い
て

も
、
固
有
名
詞
を
も
つ
個
人
の
戸
籍
を
管
理
し
て
い
な
い
と
お
も
わ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
秦
漢
時
代
の
郡
県
制
は
、
郡
が
文
書
行
政
と
軍
事
・

労
働
編
成
、
裁
判
、
財
務
な
ど
に
関
与
し
て
い
る
が
、
少
な
く
と
も
戸
籍
の
掌
握
に
関
し
て
は
、
郡
は
末
端
の
人
名
を
把
握
し
て
は
お
ら

ず
、
民
の
戸
籍
を
統
轄
す
る
基
本
単
位
は
県
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
里
耶
秦
簡
の
文
書
行
政
で
は
、
郡
は
県
の
文
書
伝
達
を
統
括

し
て
お
り
、
け
っ
し
て
県
が
独
立
し
た
機
構
で
は
な
い
。
秦
代
か
ら
漢
代
の
郡
と
県
と
の
関
係
は
、
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
の
変
遷

と
、
統
治
の
実
態
が
問
題
と
な
る
。

　

ま
た
県
を
地
方
行
政
の
基
礎
単
位
と
す
る
と
き
、
県
と
郷
里
社
会
の
関
係
も
再
検
討
の
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
下
部
組
織
の
郷
は
、

独
立
し
た
機
構
や
都
市
国
家
と
は
想
定
で
き
な（
37
）い
。
こ
の
よ
う
に
秦
漢
時
代
の
郡
県
制
と
郷
里
社
会
は
、
里
耶
秦
簡
や
漢
簡
に
み
え
る
交

通
資
料
を
情
報
伝
達
の
視
点
か
ら
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
地
方
行
政
の
一
端
が
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。



二
六

注（
１
） 
里
耶
秦
簡
は
、
湖
南
省
文
物
考
古
研
究
所
、
湘
西
土
家
族
苗
族
自
治
州
文
物
処
、
龍
山
県
文
物
管
理
所
「
湖
南
龍
山
里
耶
戦
国
―
秦
代
古
城
一
号
井
発

掘
簡
報
」（『
文
物
』
二
〇
〇
三
年
一
期
）、
湖
南
省
文
物
考
古
研
究
所
編
『
里
耶
発
掘
報
告
』（
岳
麓
書
社
、
二
〇
〇
七
年
）
な
ど
の
サ
ン
プ
ル
資
料
が

あ
る
。
そ
の
後
、湖
南
省
文
物
考
古
研
究
所
編
『
里
耶
秦
簡
〔
壹
〕』（
文
物
出
版
社
、二
〇
一
二
年
）、
陳
偉
主
編
『
里
耶
秦
簡
牘
校
釈
（
第
一
巻
）』（
以

下
『
里
耶
校
釈
一
』、
武
漢
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）
の
刊
行
が
始
ま
り
、
こ
の
図
版
と
釈
文
が
基
礎
と
な
る
。『
里
耶
校
釈
一
』
の
特
色
は
、
拙
稿
「
書

評
：
陳
偉
主
編
『
里
耶
秦
簡
牘
校
釈
一
』」（『
中
国
出
土
資
料
研
究
』
一
七
、
二
〇
一
三
年
）、
游
逸
飛
「
評
陳
偉
主
編
《
里
耶
秦
簡
牘
校
釈
》
第
一
巻
」

（『
新
史
学
』
第
二
四
巻
第
二
期
、
二
〇
一
三
年
）
で
紹
介
し
て
い
る
。

（
２
） 

里
耶
秦
簡
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
里
耶
秦
簡
と
出
土
資
料
学
」（
東
方
学
会
編
『
第
四
回
日
中
学
者
中
国
古
代
史
論
壇
』
汲
古
書
院
、

二
〇
一
二
年
）、「
里
耶
秦
簡
に
み
え
る
秦
代
郡
県
の
文
書
伝
達
」（『
愛
媛
大
学
法
文
学
部
論
集
』
人
文
学
科
編
三
四
、
二
〇
一
三
年
）
な
ど
で
紹
介
し

て
い
る
。

（
３
） 

大
庭
脩
『
秦
漢
法
制
史
の
研
究
』
第
五
篇
第
一
章
「
漢
代
の
関
所
と
パ
ス
ポ
ー
ト
」（
一
九
五
四
、
創
文
社
、
一
九
八
二
年
）、
李
均
明
「
漢
簡
所
見
出

入
符
・
伝
與
出
入
名
籍
」（『
初
学
録
』
蘭
台
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）
な
ど
。

（
４
） 

里
耶
秦
簡
の
訳
注
に
は
、
里
耶
秦
簡
講
読
会
「
里
耶
秦
簡
訳
註
」（『
中
国
出
土
資
料
研
究
』
八
、
二
〇
〇
四
年
）、
馬
怡
「
里
耶
秦
簡
選
校
」（『
中
国

社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
学
刊
』
第
四
集
、
商
務
印
書
館
、
二
〇
〇
七
年
）、
王
煥
林
『
里
耶
秦
簡
校
詁
』（
中
国
文
聯
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）
が
あ
る
。

『
里
耶
秦
簡
〔
壹
〕』
の
考
証
は
『
里
耶
校
釈
一
』
を
基
本
と
す
る
。

（
５
） 

拙
著
『
中
国
古
代
国
家
と
社
会
シ
ス
テ
ム
―
長
江
流
域
出
土
資
料
の
研
究
』
第
十
一
章
「
秦
漢
時
代
の
交
通
と
情
報
伝
達
」（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
九
年
）

参
照
。

（
６
）
現
地
の
歴
史
地
理
は
、
拙
稿
「
秦
漢
簡
牘
と
里
耶
周
辺
の
調
査
ノ
ー
ト
」（『
資
料
学
の
方
法
を
探
る
』
一
二
、
二
〇
一
三
年
）
参
照
。

（
７
） 『
里
耶
校
釈
一
』
は
「
蘯
陰
」
を
「
漢
陰
」
に
作
る
。
□
は
簡
報
で
「
柂
」
に
作
る
。「
懬
」
は
簡
報
で
「
慶
」、『
里
耶
秦
簡
〔
壹
〕』
は
「
懭
」
に
作
る
。

「
□
月
」
は
、
訳
註
、
選
校
、
校
詁
で
「
八
月
」
と
す
る
。
受
信
の
表
記
は
「
手
」
と
さ
れ
て
い
た
が
「
半
」
に
改
め
る
。
拙
稿
「
書
評
：
陳
偉
主
編
『
里

耶
秦
簡
牘
校
釈
一
』」
参
照
。
交
通
に
つ
い
て
は
、
金
秉
駿
「
中
国
古
代
南
方
地
域
の
水
運
」（
藤
田
勝
久
・
松
原
弘
宣
編
『
東
ア
ジ
ア
出
土
資
料
と
情



二
七

里
耶
秦
簡
の
交
通
資
料
と
県
社
会

報
伝
達
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
一
年
）
が
あ
る
。

（
８
） 
拙
稿
「
里
耶
秦
簡
と
秦
代
郡
県
の
社
会
」（
前
掲
『
中
国
古
代
国
家
と
社
会
シ
ス
テ
ム
』）
な
ど
。

（
９
）
こ
の
断
簡
は
『
里
耶
校
釈
一
』
の
復
元
に
よ
る
が
、
接
続
の
順
序
に
し
た
が
っ
て
番
号
を
改
め
た
。

（
10
） 

肩
水
金
関
の
漢
簡73EJT

8:51

と73EJT
8:52

で
は
、
通
行
す
る
た
め
の
「
如
牒
」
と
い
う
文
章
に
対
し
て
、「
官
大
奴
」
の
木
簡
を
別
に
書
い
て

い
る
。
拙
稿
「
肩
水
金
関
と
漢
代
の
交
通
―
伝
と
符
の
用
途
」（『
愛
媛
大
学
法
文
学
部
論
集
』
人
文
学
科
編
三
六
、
二
〇
一
四
年
）
参
照
。

（
11
）
拙
稿
前
掲
「
肩
水
金
関
と
漢
代
の
交
通
」。

（
12
）
鷹
取
祐
司
「
漢
簡
所
見
文
書
考
」（
冨
谷
至
編
『
辺
境
出
土
木
簡
の
研
究
』
朋
友
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）。

（
13
） 

佐
原
康
夫
「
居
延
漢
簡
に
見
え
る
肩
水
金
関
に
つ
い
て
」、
李
天
虹
『
居
延
漢
簡
簿
籍
分
類
研
究
』（
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）、
李
均
明
『
秦
漢

簡
牘
文
書
分
類
輯
解
』（
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）、
拙
稿
前
掲
「
肩
水
金
関
と
漢
代
の
交
通
」、
畑
野
吉
則
「
漢
代
の
下
級
部
署
に
お
け
る
日
常
業

務
と
情
報
処
理
―
関
所
の
通
関
業
務
と
出
入
記
録
簡
」（『
資
料
学
の
方
法
を
探
る
』
一
三
、
二
〇
一
四
年
）。

（
14
）
浜
口
重
国
「
漢
代
の
伝
舎
」（
一
九
三
五
年
、『
秦
漢
隋
唐
史
の
研
究
』
下
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
六
年
）。

（
15
） 

拙
稿
「
漢
代
の
交
通
と
伝
信
の
機
能
―
敦
煌
懸
泉
漢
簡
を
中
心
と
し
て
」（『
愛
媛
大
学
法
文
学
部
論
集
』
人
文
学
科
編
二
六
、
二
〇
〇
九
年
）、同
「
漢

代
交
通
與
伝
信
的
功
能
―
以
敦
煌
懸
泉
漢
簡
為
中
心
」（『
白
沙
歴
史
地
理
学
報
』
第
十
二
期
、
二
〇
一
一
年
）。

（
16
）
大
庭
脩
「
漢
代
の
関
所
と
パ
ス
ポ
ー
ト
」。

（
17
） 

拙
稿
「
漢
代
エ
チ
ナ
河
流
域
の
交
通
と
肩
水
金
関
」（『
資
料
学
の
方
法
を
探
る
』
一
一
、
二
〇
一
二
年
）、
同
「
金
関
漢
簡
的
傳
与
漢
代
交
通
」（『
簡
帛
』

第
七
輯
、
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
、
二
〇
一
二
年
）。

（
18
）『
里
耶
校
釈
一
』
の
解
釈
に
よ
る
。
こ
こ
で
は
、
な
お
「
當
騰
騰
」
や
「
來
復
傳
」
な
ど
の
意
味
が
問
題
と
な
る
。

（
19
） 

拙
稿
「
里
耶
秦
簡
に
み
え
る
秦
代
郡
県
の
文
書
伝
達
」（『
愛
媛
大
学
法
文
学
部
論
集
』
人
文
学
科
編
三
四
、
二
〇
一
三
年
）、
同
「
里
耶
秦
簡
所
見
秦

代
郡
県
的
文
書
伝
逓
」（『
簡
帛
』
第
八
輯
、
二
〇
一
三
年
）、
畑
野
吉
則
「
里
耶
秦
簡
の
郵
書
記
録
と
文
書
伝
達
」（『
資
料
学
の
方
法
を
探
る
』

一
二
、
二
〇
一
三
年
）。

（
20
） 『
里
耶
校
釈
一
』
の
復
元
に
よ
る
。8-169

＋8-233

＋8-407

＋8-416

＋8-1185
は
、
起
草
の
年
月
日
を
入
れ
、
下
部
の
倉
曹
か
ら
県
廷
に
申
請



二
八

し
た
文
書
（
Ａ
）。8-50

＋8-422

は
、
下
部
の
申
請
を
再
録
し
た
遷
陵
県
の
発
給
文
書
（
Ａ
、
Ｂ
の
複
合
文
書
）
で
あ
る
。

　
　
　
　

 

Ａ
卅
五
年
二
月
庚
申
朔
戊
寅
、
倉
□
擇
敢
言
之
。
隷
□
領
為
獄
行
辟
書
彭
陽
、
食
盡
二
月
、
謁
告
過
所
縣
郷
以
次
續
食
。
節
不
能
投
宿
齎
。
遷
陵

田
能
自
食
。
未
入
関
縣
郷
、
當
成
齍
、
以
律
令
成
齍
。
來
復
傳
。
敢
言
之
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

8-169

＋8-233

＋8-407

＋8-416

＋8-1185

正

　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

擇
手　
　
　
　
　
　
　
　

背

　
　
　
　

Ａ

□
倉
□
建
□
□
□
畜
官
適
□

」

□
謁
告
過
所
縣
郷
、
以
次
續
食
。
雨

」

騰
騰
。
遷
陵
田
能
自
食
。
敢
言
之
。

　
　
　
　

Ｂ

□
□
□
丞
遷
移
酉
陽
・
臨
沅
。
／
得
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 8-50

＋8-422

（
21
）
拙
稿
前
掲
「
秦
漢
簡
牘
と
里
耶
周
辺
の
調
査
ノ
ー
ト
」。

（
22
）『
里
耶
秦
簡
〔
壹
〕』
前
言
な
ど
。

（
23
）
戸
籍
の
作
成
は
、
佐
藤
武
敏
「
漢
代
の
戸
口
調
査
」（『
集
刊
東
洋
学
』
一
八
、
一
九
六
七
年
）
な
ど
の
考
察
が
あ
る
。

（
24
） 

連
雲
港
市
博
物
館
・
中
国
社
会
科
学
院
簡
帛
研
究
中
心
・
東
海
県
博
物
館
・
中
国
文
物
研
究
所
編
『
尹
湾
漢
墓
簡
牘
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
七
年
）

の
「
集
簿
」
に
よ
る
。

（
25
） 

紙
屋
正
和
『
漢
時
代
に
お
け
る
郡
県
制
の
展
開
』
第
一
編
「
前
漢
前
半
期
に
お
け
る
地
方
行
政
の
状
況
」（
朋
友
書
店
、
二
〇
〇
九
年
）
で
は
、
前
漢

時
代
の
前
期
ま
で
は
、
地
方
行
政
の
中
心
は
県
で
あ
り
、
郡
は
上
級
の
行
政
官
府
と
し
て
未
成
熟
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
前
漢
の
武
帝
期
か
ら
、

郡
が
民
政
へ
の
機
能
を
拡
大
し
て
ゆ
く
と
考
え
て
い
る
。

（
26
） 

日
本
の
歴
史
学
で
は
、
中
国
古
代
専
制
国
家
と
共
同
体
、
都
市
国
家
を
め
ぐ
っ
て
、
宮
崎
市
定
、
西
嶋
定
生
、
増
淵
龍
夫
、
堀
敏
一
、
好
並
隆
司
、
谷

川
道
雄
、
川
勝
義
雄
氏
な
ど
多
く
の
議
論
が
あ
る
。
そ
の
一
端
は
、
多
田
狷
介
「
中
国
古
代
史
研
究
覚
書
」（
一
九
七
一
年
、『
漢
魏
晋
史
の
研
究
』
汲

古
書
院
、
一
九
九
九
年
）、
東
晋
次
「
秦
漢
帝
国
論
」（
谷
川
道
雄
編
『
戦
後
日
本
の
中
国
史
論
争
』
河
合
文
化
教
育
研
究
所
、
一
九
九
三
年
）、
渡
辺
信

一
郎
『
中
国
古
代
国
家
の
思
想
構
造
』
緒
論
、
第
八
章
「
小
結
―
中
国
古
代
専
制
国
家
論
」（
一
九
九
四
年
）、
重
近
啓
樹
「
秦
漢
帝
国
と
豪
族
」（『
秦

漢
税
役
体
系
の
研
究
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
九
年
）
な
ど
で
整
理
さ
れ
て
い
る
。

（
27
）
大
庭
脩
「
冥
土
へ
の
旅
券
」（『
漢
簡
研
究
』
同
朋
舎
出
版
、
一
九
九
二
年
）。



二
九

里
耶
秦
簡
の
交
通
資
料
と
県
社
会

（
28
） 

拙
稿
「
張
家
山
漢
簡
『
津
関
令
』
と
漢
墓
簡
牘
」（
前
掲
『
中
国
古
代
国
家
と
社
会
シ
ス
テ
ム
』）、
同
「《
張
家
山
漢
簡
・
津
関
令
》
与
漢
墓
簡
牘
―
伝

与
致
的
情
報
伝
達
」（『
簡
帛
』
第
二
輯
、
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
、
二
〇
〇
七
年
）。

（
29
） 
荊
州
博
物
館
編
『
荊
州
重
要
考
古
発
現
』（
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）、
劉
国
勝
「
謝
家
橋
一
号
漢
墓
《
告
地
書
》
牘
的
初
歩
考
察
」（
武
漢
大
学

簡
帛
研
究
中
心
網
、
二
〇
〇
九
年
四
月
、『
江
漢
考
古
』
二
〇
〇
九
年
三
期
）、
胡
平
生
「
荊
州
新
出
簡
牘
釈
解
」（
二
〇
〇
九
年
、『
胡
平
生
簡
牘
文
物

論
稿
』
中
西
書
局
、
二
〇
一
二
年
）、
荊
州
博
物
館
「
湖
北
荊
州
謝
家
橋
一
号
漢
墓
発
掘
簡
報
」（『
文
物
』
二
〇
〇
九
年
四
期
）。

（
30
）
拙
稿
前
掲
「
張
家
山
漢
簡
『
津
関
令
』
と
漢
墓
簡
牘
」。

（
31
）
こ
こ
で
は
拙
稿
前
掲
「
張
家
山
漢
簡
『
津
関
令
』
と
漢
墓
簡
牘
」
四
一
〇
頁
の
表
を
修
正
し
、
申
請
者
と
発
給
者
の
区
分
を
一
部
変
更
し
た
。

（
32
） 

高
村
武
幸
「
秦
・
漢
初
の
郷
―
湖
南
里
耶
秦
簡
か
ら
」（『
漢
代
の
地
方
行
政
官
吏
と
地
域
社
会
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
八
年
）
で
は
、
郷
嗇
夫
と
郷
主

を
同
一
の
主
管
官
吏
の
異
称
と
し
て
、
こ
れ
を
官
僚
制
度
が
未
発
達
で
あ
っ
た
と
す
る
。
し
か
し
「
某
主
」
の
表
記
は
、
他
の
部
署
に
も
共
通
し
て
文

書
の
宛
先
に
使
用
す
る
用
語
で
あ
り
、
責
任
部
署
の
「
主
某
」
と
区
別
さ
れ
て
い
る
。

（
33
）
高
村
前
掲
「
秦
・
漢
初
の
郷
」。

（
34
） 

鷲
尾
祐
子
「
出
土
文
字
資
料
に
み
え
る
秦
漢
代
戸
籍
制
度
」（『
中
国
古
代
の
専
制
国
家
と
民
間
社
会
』
立
命
館
東
洋
史
学
会
、
二
〇
〇
九
年
）。
ま
た

池
田
雄
一
「
漢
代
の
郷
」（『
中
国
古
代
の
聚
落
と
地
方
行
政
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
二
年
）
が
あ
る
。

（
35
） 

文
書
の
伝
達
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
が
あ
る
が
、
手
順
を
示
す
資
料
と
し
て
区
分
し
た
。
ま
た
内
容
が
不
明
な
も
の
や
、
断
簡
は
省
略
し
た
。
な
お
郷

に
関
連
し
て
、
鷹
取
祐
司
「
里
耶
秦
簡
に
見
え
る
秦
人
の
存
在
形
態
」（『
資
料
学
の
方
法
を
探
る
』
一
二
、
二
〇
一
三
年
）
が
あ
る
。

（
36
） 

里
耶
秦
簡
に
は
、
郷
に
関
連
し
て
鳥
や
魚
、
樹
木
な
ど
の
特
産
品
、
そ
の
採
集
な
ど
の
資
料
が
多
く
み
え
る
。
こ
れ
は
都
郷
と
、
啓
陵
郷
、
貳
春
郷
な

ど
の
地
理
的
な
背
景
を
知
る
う
え
で
も
興
味
深
い
。

（
37
） 

王
彦
揮
「
秦
漢
聚
落
形
態
研
究
―
兼
議
宮
崎
市
定
的 

”中
国
都
市
国
家
論“
」（
第
六
回
日
中
学
者
中
国
古
代
史
論
壇
、
二
〇
一
四
年
）
は
、
城
邑
の
分

布
と
考
古
遺
跡
な
ど
の
分
析
か
ら
、
郷
・
聚
・
亭
は
城
郭
を
築
い
て
お
ら
ず
、
都
市
国
家
の
形
態
で
は
な
い
と
す
る
。
そ
し
て
中
国
古
代
で
は
、
都
城
・

郡
・
県
の
城
邑
と
聚
落
が
共
存
し
て
お
り
、
秦
漢
時
代
で
は
聚
落
が
行
政
シ
ス
テ
ム
に
組
み
込
ま
れ
た
と
論
証
し
て
い
る
。



三
〇

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
平
成
二
十
六
年
度
のJSPS

科
研
費
・
基
盤
（
Ｃ
）24520804

「
里
耶
秦
簡
・
西
北
漢
簡
と
実
地
調
査
に
よ
る
秦
漢
地
域
社
会
の
研
究
」

に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


